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振 り 込 め 詐 欺 に 注意 【振り込め詐欺被害防止合言葉】▶現金は、本人にしか渡しません。▶振り込みません。知らない人の口座には。▶すぐ相談。電話で「お金」と言われたら。

人口 …… 91,343人 （＋195人）
男  …… 47,437人 （＋112人）
女  …… 43,906人 （+83人）

世帯 …… 43,026世帯 （＋155世帯）

市の人口と世帯数 今月の主な内容
令和元年（2019年）５月１日現在

前月比
介護保険制度のお知らせ／プレミアム付商品券  ●❷
夏のスポーツ教室／後期高齢者医療保険料軽減措
置の改正／健康マイレージ／高齢者ふれあいの家
が新たに開設  ●❸
情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況／
自主まちづくり活動／耐震改修補助金  ●❹
平成３０年度下半期の財政状況／住宅改修資金補助金  ●❺

お知らせＨＯＴコーナー 
案内、催し、募集   ６～9
子育て情報コーナー／保健センターからのお知
らせ  ●❿
各種無料相談／８４０伝言板  ●⓫
八潮の獅子舞／親子夏野菜旬採り合戦／やしお八つ
の野菜de健康レシピ／いきいきやしお写真館  ●⓬

やしお枝豆ヌーヴォー祭
八潮の枝豆をいち早く味わえる　

　
た
ば
こ
か
ら
立
ち
上
が
る
煙
や
た
ば
こ
を
吸
う
人
が
吐
き
出
し
た

煙
を
吸
う
こ
と
を
受
動
喫
煙
と
い
い
ま
す
。
た
ば
こ
の
煙
に
は
多
く

の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
吸
っ
て
い
る
本
人
の
健
康
だ
け
で

な
く
、
周
り
の
人
の
健
康
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響

　
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
、
健
康
増
進
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
段
階
的
に
受
動
喫
煙
防
止
対
策
が
行
わ
れ
ま
す
。

受
動
喫
煙
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み

受
動
喫
煙
防
止
対
策
が

�

強
化
さ
れ
ま
す

～
７
月
１
日
か
ら
市
役
所
敷
地
内

 

な
ど
は
禁
煙
に
な
り
ま
す
～

物
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
９９５・３
３
８
１
、
財
政
課
☎
奮
２
３
２　

　
事
業
所
（
職
場
）、
工
場
、
商
業
施
設
、
そ
の
他
す
べ
て
の
施
設
は
、

原
則
、
屋
内
禁
煙
に
な
り
ま
す
。

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

八潮市役所

八潮メセナ

市役所敷地

八潮中央公園

八潮中学校

東門
西門

　
行
政
機
関
の
庁
舎
（
市
役
所
ほ
か
）、
病
院
、
学
校
、
児
童
福
祉

施
設
（
保
育
所
や
児
童
館
ほ
か
）
な
ど
は
、
原
則
、
敷
地
内
禁
煙
に

な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
八
潮
市
役
所
敷
地
内
も
禁
煙
（
電
子
た
ば
こ
、
加
熱

式
た
ば
こ
類
も
含
む
）
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、市
役
所
敷
地
内
に
駐
車
し
て
い
る
車
内
も
禁
煙
に
な
り
ま
す
。

７
月
１
日
か
ら

物
都
市
農
業
課
☎
奮
２
９
９

　
５
月
２５
日
㈯
、
フ
レ
ス
ポ
八
潮
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
、「
や
し
お
枝
豆
ヌ
ー
ヴ

ォ
ー
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
採
れ
た
て
の
八
潮
の
枝
豆
や
枝
豆
グ
ル
メ
販

売
、
ゆ
で
た
て
の
枝
豆
試
食
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
約
３
２
０
０
人
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
枝
豆
ま
つ
り
は
、今
年
で
１０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
６
月
１６
日
㈰
に
は
、「
枝

豆
大
感
謝
祭
」
が
開
催
さ
れ
、
枝
豆
グ
ル
メ
の
販
売
は
も
ち
ろ
ん
、
１０
周
年
に

ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

申
請
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
ま
で
の
流
れ

覆
65
歳
以
上
の
方
ま
た
は
40
歳
か

ら
64
歳
ま
で
の
方
で
特
定
疾
病
が

原
因
で
介
護
や
支
援
が
必
要
な
状

態
と
な
っ
た
方

①
申
請

　
長
寿
介
護
課
へ
申
請
（
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
な
ど
の
代
行
可
）。

②
審
査
・
判
定

　
要
介
護
認
定
調
査
員
が
ご
自
宅

を
訪
問
し
、
心
身
の
状
態
な
ど
に

つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
市
か
ら
主
治
医
に
意

見
書
の
作
成
を
依
頼
し
、
そ
れ
ら

の
結
果
を
も
と
に
、
医
療
・
保
健

・
福
祉
の
専
門
家
で
構
成
す
る
介

護
認
定
審
査
会
が
本
人
の
状
態
を

審
査
し
、
要
介
護
状
態
区
分
の
い

ず
れ
か
ま
た
は
非
該
当
の
判
定
を

行
い
ま
す
。

③
結
果
通
知

　
原
則
と
し
て
、
申
請
か
ら
３0
日

以
内
に
市
か
ら
認
定
結
果
通
知
書

を
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
認
定
さ

れ
た
方
に
は
、
結
果
が
記
載
さ
れ

た
保
険
証
を
同
封
し
ま
す
。

④
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

　
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
は
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
種
類
や
内
容
を
決
め
た
計
画

書
の
こ
と
で
す
。
要
介
護
１
～
５

と
認
定
さ
れ
た
方
は
、
配
布
す
る

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
一
覧

の
中
か
ら
事
業
者
を
選
択
し
、
ケ

ア
プ
ラ
ン
の
作
成
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
要
支
援
１
・
２
と
認
定

さ
れ
た
方
は
、
担
当
す
る
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
連
絡
が
あ

り
ま
す
の
で
、
介
護
予
防
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
作
成
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。⑤

サ
ー
ビ
ス
を
利
用

　

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
決
定
後
、

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
利
用
の
契
約

を
行
い
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い

て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
。
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際
は
、
原
則

と
し
て
費
用
の
１
割
～
３
割
の
い

ず
れ
か
を
利
用
者
が
負
担
し
ま
す
。

※
在
宅
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

場
合
、
要
介
護
度
に
応
じ
て
１
カ

月
に
利
用
で
き
る
金
額
に
上
限
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
限
度
額
を

超
え
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
分

は
、
全
額
利
用
者
が
負
担
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　
６５
歳
以
上
の
方
の　
　
　
　

　
　
　
　
　
介
護
保
険
料

　
介
護
保
険
は
、
国
・
県
・
市
が

負
担
す
る
「
公
費
」
と
と
も
に
、

皆
さ
ん
が
納
め
る
「
保
険
料
」
を

財
源
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
負
担

し
あ
い
、
社
会
全
体
で
制
度
を
支

え
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

の
課
税
状
況
や
所
得
に
応
じ
た
負

担
に
な
る
よ
う
に
、
１0
段
階
に
分

け
て
設
定
し
て
い
ま
す
（
表
１
）。

※
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
の
保

険
料
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
の
算
定
方
式
を
基
本
と
し
て
決

め
ら
れ
ま
す
。

低
所
得
者
へ
の
保
険
料
減
額

　
１0
月
か
ら
消
費
税
率
が
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
低
所
得

者
へ
の
負
担
軽
減
と
し
て
、
第
１

～
３
段
階
の
保
険
料
額
が
減
額
さ

れ
ま
し
た
（
表
２
）。

　
１0
月
か
ら
消
費
税
率
が
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
低
所
得

者
と
３
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る

世
帯
の
消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩

和
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
（
プ
レ
ミ
ア
ム

率
２5
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
販
売
を
行

い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
商
品
券
は
、
１0
月

か
ら
令
和
２
年
３
月
（
予
定
）
の

間
、
市
内
取
扱
店
舗
で
使
用
で
き

ま
す
。

　
購
入
の
方
法
な
ど
は
、
詳
細
が

決
ま
り
次
第
、
広
報
や
し
お
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
な
お
、
商
品
券
の
取
扱
店
舗
の

募
集
に
つ
い
て
は
、
７
月
頃
に
別

途
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

介
護
保
険
制
度
の
お
知
ら
せ

　
介
護
保
険
は
介
護
が
必
要
な
状
態
に
あ
る
高
齢
者
と
そ
の
家
族
を
社
会
全
体
で
支
え
る
社
会
保
険
制
度
で
す
。公

　費

保
険
料

23％

27％
40~64歳の人
の保険料

この分を
65歳以上の
みなさんで
負担します

50％

■介護保険の財源
　（利用者負担を除く）

　
65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
が
ま
か

な
え
る
よ
う
に
算
出
さ
れ
た
「
基

準
額
」（
左
下
「
基
準
額
の
決
め

方
」）
を
も
と
に
決
ま
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
「
基
準
額
」
を

も
と
に
、
本
人
と
世
帯
の
住
民
税

【表 １】介護保険料表
◎介護保険料の個別通知書は、6月中旬に郵送します。
所得段階 内　容 保険料年額

第 １段階

・生活保護を受給している方
・�世帯全員が住民税非課税で、本人が老齢福祉年
金を受給している方
・�世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金
額＋課税年金収入額が80万円以下の方

2１,700円
(基準額×0.375)

第 2 段階 ・�世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金
額＋課税年金収入額が80万円超１20万円以下の方

33,200円
(基準額×0.575)

第 3 段階 ・�世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金
額＋課税年金収入額が１20万円を超える方

4１,900円
(基準額×0.725)

第 4 段階
・�世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人
は住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税
年金収入額が80万円以下の方

52,１00円
(基準額×0.90)

第 5 段階
・�世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人
は住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税
年金収入額が80万円を超える方

57,900円
(基準額)

第 ６ 段階 ・�本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が１20
万円未満の方

６9,400円
(基準額×１.20)

第 7 段階 ・�本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が１20
万円以上200万円未満の方

72,300円
(基準額×１.25)

第 8 段階 ・�本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が200
万円以上300万円未満の方

8６,800円
(基準額×１.50)

第 9 段階 ・�本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が300
万円以上400万円未満の方

92,６00円
(基準額×１.６0)

第１0段階 ・�本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が400
万円以上の方

１0１,300円
(基準額×１.75)

八潮市で
必要な介護
サービスの
総費用

八潮市に
住む

65歳以上の
方の人数

65歳以上の
方の負担分
２３％

八潮市の
保険料の
基準額
5７,900円
（年額）

× ÷ ＝

平成
30年度

平成
3１年度

第 １段階 2６,000円 2１,700円

第 2段階 37,６00円 33,200円

第 3段階 43,400円 4１,900円

〈

〈
〈

〈

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
の
お
知
ら
せ

購入対象者 購入限度額

平成3１年 １ 月 １ 日時点で住民登録があり、平成3１年度の市民税
（均等割）が非課税である方
（�課税者と生計同一の配偶者・扶養親族、生活保護受給者などは
除く）

20,000円※
（使用可能額�25,000円）

3歳未満の子どもがいる世帯の世帯主で、次の①～③に該当す
る方

　①�令和元年 ６月 １日時点で住民登録があり、平成28年 4 月 2
日から令和元年 ６月 １日までに出生した子が属する世帯主

　②�令和元年 7月3１日時点で住民登録があり、令和元年 ６月 2
日から 7月3１日までに出生した子が属する世帯主

　③�令和元年 9月30日時点で住民登録があり、令和元年 8月 １
日から 9月30日までに出生した子が属する世帯主

20,000円※
（使用可能額�25,000円）

×
子どもの人数

※�１ セット4,000円（券面額５,000円）を ５セットまで購入できます

物
商
工
観
光
課
☎
奮
８
０
３

物
長
寿
介
護
課
☎
奮
４
４
３

〇基準額の決め方 【表 2】
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産
業
道
路

▲
至 

越
谷

至 

東
京
▼

焼
肉
店

八幡中学校

文具店

パルコ通り

けやき通り

葛
西
用
水

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

ファミリーレストラン

青
葉
通
り

※�平成３１年度の変更点は、９
割軽減が８割軽減へと縮小
するのみで、８.５割軽減、５
割軽減、２割軽減の均等割
額に変更はありません。

後期高齢者医療保険料
� 軽減措置の改正

八潮市ハッピーこまちゃん
健康マイレージ

　現在、市では、専用の歩数計を使い、歩数に応じてたま
る県のポイントによって、抽選で県内特産品などが当たる
「埼玉県コバトン健康マイレージ」を実施しています。
　また、７月から１２月までに市が実施する検診や講座、イ
ベントなどに参加することで市のポイントがたまり、抽選
で市の特産品などが当たる「八潮市ハッピーこまちゃんマ
イレージ」を開始します。
（※�対象期間中に３,000ポイント達成すれば、自動的に抽選
対象となります。）

　参加方法
●専用の歩数計で参加する場合…
　市内公共施設にある参加申込書を「埼玉県コバトン健康
マイレージ事務局」に郵送してください。
●アプリで参加する場合…
　埼玉県コバトン健康マイレージのホームページからアプ
リをダウンロードしてお申し込みください。
URL：https://kobaton-mileage.jp
※�すでに「埼玉県コバトン健康マイレージ」に参加してい
る場合、新たな申し込みは不要です。

　高齢者の社会的孤立を防止し、心身の健康維持や介護予
防のため、空き家などを活用した高齢者の交流の場である
「高齢者ふれあいの家」が、新たに１カ所開設されました。
ぜひご利用ください。

●パルコカフェ
腹毎週木曜日
　午後１時３0分～３時３0分
複緑町２－２５－１９
沸１回１00円※申し込み不要

　7月1日から八潮市ハッピーこまちゃん健康マイレージが
始まります。

<対象者の所得要件>
同一世帯内の被保険者
及び世帯主の総所得金額等
の合計額

均等割額の軽減割合

本来の
軽減割合

平成３０年度
まで 平成３１年度 令和 ２年度 令和 ３年度

３３万円以下

７割

８.５割 ８.５割 ７.７５割 ７ 割

うち、同一世帯内の被保険者
全員が年金収入８０万円以下
(他の各種所得なし)

９ 割 ８ 割 ７ 割

平成３０年度

年間保険料
４,１７０円

(均等割額の ９割軽減)

平成３０年度

当分の間
５割軽減

平成３１年度

加入後、 ２年を経過
する月までは ５割軽減
その後は軽減なし

平成３１年度

年間保険料
８,３４０円

(均等割額の ８割軽減)

➡

➡

令和元年度 夏のスポーツ教室

①ピラティス

②健康ダンベル

③はじめて簡単エアロ

　身体の「正しい姿勢」を整えるため、無意識に動かしている「ク
セ」を修正し、関節可動域を広げる動きづくりなどを行います。

　の方
弗室内用運動靴、ヨガマ　
　ットまたはバスタオル
払３０人（申込順）
沸４,０００円

腹�７月１６日～９月１７日（７月２３日、
８月１３日を除く毎週火曜日、
全８回）
　午前９時３０分～１０時３０分
複エイトアリーナ
覆市内在住・在勤で１６歳以上　

物 保健センター☎995 － 3381

物 長寿介護課☎奮448

　気軽にスポーツに親しむことができるよう、年齢・体力などに応じたさまざまなスポーツ教室を開催します。
物 文化スポーツセンター☎996−5126

④ダイエットエクササイズ

⑤筋調整ヨガ

⑥骨盤リメイクヨガ

⑦かけっこ（３部制）

⑧ミズノ忍者学校

　簡単な道具を用いて軽い筋力トレーニングと有酸素
運動を行います。

覆市内在住・在勤で１６歳　
　以上の方
弗室内用運動靴
払３０人（申込順）
沸３，５００円

腹�７月１６日～９月１７日（７月２３日
・３０日、８月１３日を除く毎週
火曜日、全７回）
　午前１０時４５分～１１時４５分
複エイトアリーナ

　初心者向けの教室です。簡単な基本的ステップから
はじめます。また、運動量としても少なめなので、これ
から運動をはじめる人におすすめです。

覆�市内在住・在勤で１６歳
以上の方

弗室内用運動靴
払３０人（申込順）
沸３,０００円

腹�７月１６日～９月１７日（７月２３日、
８月１３日を除く毎週火曜日、
全８回）
　午後７時～７時４５分
複エイトアリーナ

覆�市内在住・在勤で１６歳
以上の方

弗室内用運動靴
払３０人（申込順）
沸３,０００円

腹�７月１６日～９月１７日（７月２３日、
８月１３日を除く毎週火曜日、
全８回）

　午後８時～８時４５分
複エイトアリーナ

　運動量が多めの教室です。音楽にあわせて全身を動
かして、脂肪を燃やしましょう。ダンスが苦手な方でも、
大丈夫です。

　筋肉の特性を生かし、全身の筋肉を調整して、身体の
くせやゆがみを直していきます。

　の方
弗室内用運動靴、ヨガマ　
　ットまたはバスタオル
払３０人（申込順）
沸４,０００円

腹�７月１７日～９月１１日（８月１４日
を除く毎週水曜日、全８回）

　午前１０時～１１時１０分
複エイトアリーナ
覆市内在住・在勤で１６歳以上　

　骨盤を正常な位置に戻すようにアプローチし、骨盤
を中心に全身のバランス調整を行います。

　忍者になりきって、術に見立てた「身体づくりに必要
な体力」と、「運動発達に必要な３６の基本動作」のプログ
ラムを、遊びを通して楽しみながら身につけます。

　の方
弗室内用運動靴、ヨガマ　
　ットまたはバスタオル
払３０人（申込順）
沸４,０００円

腹�７月１２日～９月１３日（７月２６日、
８月１６日を除く毎週金曜日、
全８回）

　午前９時３０分～１０時３０分
複エイトアリーナ
覆市内在住・在勤で１６歳以上　

　夏休みを利用し「走ることが苦手」な幼児・児童向け
に、なわとびや本格的な陸上競技練習で利用するラダ
ーなどを使い、走り方のコツをつかむ動きづくりを行
います。

満５歳の幼児
　�２部：市内在住・在学の小
学校１・２年生

　�３部：市内在住・在学の小
学校３年生以上

弗室内用運動靴
払各部１５人（申込順）
沸６００円

腹 ７月２７日、８月３日（土曜日、
全２回）
　１部�午前９時～９時４５分
　２部�午前１０時～１０時４５分
　３部�午前１１時～１１時４５分
複エイトアリーナ
覆 １部：市内在住の平成３１
年４月１日現在で満４歳と

覆 市内在住・在学の年中か
ら小学校３年生まで

弗室内用運動靴
払各部３０人（申込順）
沸５００円

腹 ７月１５日(祝日)
　�１部�午前１０時３０分～１２時
　２部�午後１時～２時３０分
　３部�午後３時～４時３０分
複エイトアリーナ

※�①～⑥の教室で定員に空きがあるときは、１教室１回に
限り、６００円（③④は５００円）で体験することができます。
―共通―
仏 参加申込書（文化スポーツセンター、エイトアリーナま
たは市ホームページで入手）に参加費を添えて６月１４日
から３０日までに、文化スポーツセンター（☎９９６－
５１２６、受付＝午前９時～
午後５時）へ

物国保年金課☎奮834、埼玉県後期高齢者医療広域連合☎048−833−3120

　後期高齢者医療保険料の均等割額について、本来７割軽減の対象者の方は、これ
まで軽減特例措置として９割または８.５割が軽減されてきましたが、平成３１年度から
段階的に軽減特例措置が「縮小」されます。

　後期高齢者医療制度に加入する前日に、被用者保険の被扶養者であった方に対す
る均等割額の軽減措置が「縮小・廃止」されます。なお、所得割額は引き続きかか
りません。

均等割額の軽減について

被用者保険の被扶養者であった方の軽減について

【 例：単身世帯で年金収入８０万円のみの方の場合】

高齢者ふれあいの家新たに開設

楽しく健康づくり
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腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

情
報
公
開
制
度
の
実
施
状
況

　
情
報
公
開
制
度
は
、
市
が
持
っ

て
い
る
情
報
を
市
民
の
皆
さ
ん
の

求
め
に
応
じ
て
公
開
す
る
も
の
で

す
。

　
平
成
３０
年
度
の
請
求
・
申
出
の

受
付
件
数
お
よ
び
処
理
件
数
は
、

表
１
の
と
お
り
で
す
。

請
求
…
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
ま
た
は
市
内
に
事
務
所
・

事
業
所
を
有
す
る
個
人
お
よ
び
法

人
そ
の
他
の
団
体
の
方
が
情
報
の

公
開
を
請
求
す
る
場
合

申
出
…
「
請
求
」
以
外
の
方
が
情

報
の
公
開
を
求
め
る
場
合
や
公
文

書
公
開
条
例
施
行
日
（
平
成
６
年

４
月
１
日
）
前
に
市
が
作
成
・
取

得
し
た
情
報
の
公
開
を
求
め
る
場

合
　
ま
た
、
平
成
３０
年
度
の
情
報
公

開
制
度
の
請
求
・
申
出
の
主
な
内

容
は
、「
工
事
発
注
関
係
」「
財
政

状
況
」「
課
税
関
係
」「
潮
止
揚
水

機
場
関
係
」
な
ど
で
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施

状
況

　

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、「
本

人
の
請
求
に
応
じ
て
そ
の
自
己
情

報
を
開
示
・
訂
正
・
削
除
し
、
利

用・提
供
を
停
止
す
る
こ
と
」「
市

が
保
有
し
て
い
る
個
人
情
報
を
適

正
に
取
り
扱
う
こ
と
」
を
定
め
た

制
度
で
す
。

　
平
成
３０
年
度
の
開
示
の
受
付
件

数
お
よ
び
処
理
件
数
は
、
表
２
の

と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
３０
年
度
の
個
人
情

報
の
開
示
請
求
の
主
な
内
容
は
、

「
判
定
書
」「
主
治
医
意
見
書
」「
診

断
書
」「
診
療
報
酬
明
細
書
」
な

ど
で
す
。

審
査
請
求
事
件
の
処
理
状
況

　
平
成
３０
年
度
に
発
生
し
た
審
査

請
求
事
件
（
情
報
公
開
請
求
お
よ

び
個
人
情
報
開
示
請
求
に
係
る
も

の
に
限
る
）
の
処
理
状
況
に
つ
い

て
は
、
表
３
の
と
お
り
で
す
。

表1　請求・申出の受付件数および処理件数

区　分 受付件数 処理件数
公　開　決　定 非公開

決　定
取り下げ
など公　開 部分公開

請　求 86件 84件 28件 34件 22件 2件
申　出 8件 8件 6件 2件 0件 0件
合　計 94件 92件 34件 36件 22件 2件

表2　開示受付件数および処理件数
区　　分 受付件数 処理件数 開　　示 部分開示 不開示
開示請求 32件 32件 24件 7件 1件
※訂正・利用停止請求および請求の取り下げなどはありません。

表3　審査請求事件の処理件数

審査庁 請求件数 取り下げ
裁決の状況

審査中
認容 棄却 却下

市長 2件 0件 0件 0件 0件 3件（※）
※平成29年度に発生した審査請求事件を含みます。

平
成
３０
年
度
の
情
報
公
開
制
度
・

個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

　
平
成
30
年
度
の
情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

物
総
務
人
事
課
☎
奮
２
３
０

〈対象となる建物〉
　昭和５６年５月３１日以前に建てられた木造在来工法の２階建て以下の一戸
建て住宅または、併用住宅（延べ面積の２分の１以上が住宅のもの）
〈補助金額〉

　市では、木造在来工法の２階建て以下の住宅において簡易耐震診断を
無料で行っています。また、詳細な耐震診断を行いたい方、耐震改修工
事で建物を丈夫にしたいとお考えの方に補助金交付制度があります。

　市では、「みんなでつくる美しいまちづくり条例」に基づき、
皆さんが自主的・自発的に取り組む活動を支援しています。
　事前に活動団体登録や認定などを行った団体には、助成金を
交付しています。

耐震診断・耐震改修の補助金

物開発建築課☎焚４６８

現在の家
地震に強いの？
地震に弱いの？

無料簡易耐震診断

市による
簡易な無料診断

補助金交付制度

詳細な耐震診断
（耐震診断補助）

耐震改修工事
（耐震改修補助）

地震に強い家

まずは、おおよその
耐震性を知りたい 木造在来工法2階建て

以下のものが対象

もっと詳細に
知りたい

昭和56年5月31日
以前に建築された
もの

総合評価1.0未満
であるもの 総合評価1.0以上

であるもの

総合評価1.0以上
になるよう補強

専門家に
よる診断

安全性を評価します
評価の数値（総合評価）
1.0以上あれば
一応安全

耐震診断…耐震診断に
要した費用の２分の１に
相当する額（最高５万
円）　
耐震改修…耐震改修工
事に要した費用の２３パ
ーセントに相当する額
（最高２５万円）
※補助金対象者が６５歳
以上であり、耐震改修
工事に要した費用が３０
万円を超える場合には、
補助金に１５万円を加算
します。
　詳しくは、パンフレ
ット（開発建築課で配
布）または市ホームペ
ージをご覧ください。

■活動団体の登録
　まちづくり活動団体は、下表および登録基準を満たしている必要が
あります。市ホームページをご覧のうえ、事前にご相談ください。
代表者 市内在住・在勤の方

構成員
５人以上で、その半数以上が市内在住・
在勤の方（ご近所まちづくり活動につ
いては、３軒以上）

■まちづくり活動の種類

ご近所まちづくり活動 連続する３軒以上の建物の所有者などが
協力して緑化などを進める活動です。

地域まちづくり活動 一定規模以上の地域を対象に、まちづ
くり活動方針を定めて進める活動です。

テーマ型まちづくり活動
景観、防災、防犯など、特定のテーマ
を設定し、研究や実践をしていく活動
です。

■助成限度額　
　助成金は、予算枠に達し次第締め切ります。
〈ご近所まちづくり活動〉
　※助成金の交付対象期間は、認定後３年以内
花、苗木などの植栽 １万円（春夏秋冬各２,５００円）

門、塀などの改造 １０万円（改造費に要した費用の２分の１
が上限）

〈地域まちづくり活動、テーマ型まちづくり活動〉
　※助成金の交付対象期間は、活動団体登録後３年以内

諸活動費（会議費、消耗品費、
印刷費、通信運搬費など）

地域まちづくり活動：５万円
テーマ型まちづくり活動：５万円
（２年目以降１０万円）

まちづくり計画作成に係る
費用（講師謝礼金、計画書を
取りまとめるためのコンサ
ルタント委託費など）

地域まちづくり活動：５０万円
テーマ型まちづくり活動：１事業につき
５０万円

物開発建築課☎焚３２２

自主まちづくり活動を支援します
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市
で
は
、
毎
年
２
回
、
税
金
な
ど
の
大
切
な
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
は
、令
和
元
年
５
月
3１

日
ま
で
の
出
納
整
理
期
間
を
経
て
決
算
額
と
な
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
予
算
執
行
状
況
は
、

表
１
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
お
よ
び
上
水

道
事
業
会
計
の
予
算
執
行
状
況
は
、

表
２
の
と
お
り
で
す
。

●
歳
入···

主
に
市
税
、国
か
ら
の

補
助
金
・
交
付
金（
国
庫
支
出
金
）

な
ど

●
歳
出···

主
に
児
童
・
高
齢
者
・

障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
へ
の
支
援

に
使
う
民
生
費
、道
路
・
排
水
路

・
公
園
な
ど
の
整
備
に
使
う
土
木

費
な
ど

借
入
金（
市
債
・
企
業
債
）は

ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
？

　
市
債
・
企
業
債
は
、
長
い
年
月

利
用
す
る
公
共
施
設
な
ど
を
整
備

す
る
た
め
、
一
時
的
に
多
額
の
費

用
が
か
か
る
と
き
に
金
融
機
関
な

ど
か
ら
借
り
入
れ
る
資
金
で
す
。

整
備
し
た
と
き
の
市
民
が
全
て
負

担
す
る
の
で
は
な
く
、
長
期
間
に

わ
た
っ
て
分
割
し
て
負
担
す
る
こ

と
に
よ
り
、
後
に
利
用
す
る
市
民

も
公
平
に
負
担
す
る
し
く
み
で
す
。

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び

上
水
道
事
業
会
計
の
市
債
・
企
業

債
の
現
在
高
は
、
表
３
の
と
お
り

で
す
。

　
一
般
会
計
の
市
債
は
、
土
木
債
、

特
例
地
方
債
、
教
育
債
が
大
き
な

割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
主
な
市
債

土
木
債···

道
路
・
排
水
路
の
整
備
、

区
画
整
理
事
業
、
公
園
の
整
備
、

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
建
設
の
出

資
金
・
貸
付
金
な
ど
の
た
め
に
借

り
入
れ
た
も
の

特
例
地
方
債···

地
方
の
財
源
不
足

を
補
う
た
め
に
特
別
に
発
行
が
認

め
ら
れ
て
い
る
も
の
（
後
年
度
の

地
方
交
付
税
算
定
に
お
い
て
、
財

政
措
置
さ
れ
る
も
の
を
含
ん
で
い

ま
す
）

教
育
債···

小
中
学
校
耐
震
補
強
・

大
規
模
改
修
な
ど
教
育
施
設
の
整

備
の
た
め
に
借
り
入
れ
た
も
の

八
潮
市
住
宅
改
修

�

資
金
補
助
金

物
商
工
観
光
課
☎
奮
４
７
９

物保健センター☎995ｰ3381

ど
の
く
ら
い
の
お
金
を

使
っ
て
い
ま
す
か
？

≪
予
算
執
行
状
況
≫

物
財
政
課
☎
奮
３
０
６

下
半
期
財
政
状
況
の
公
表

表 １　一般会計の予算執行状況 平成31年 3 月31日現在

平
成
30
年
度

予算現額
収入済額

( )内の％は予算現額に
対する収入率

民　生　費

土　木　費

総　務　費

公　債　費

教　育　費

衛　生　費

消　防　費

商　工　費

議　会　費

そ　の　他

固定資産税
市民税
都市計画税
市たばこ税
軽自動車税

市税の内訳（収入済額）

)内の％は予算現額に( )
対する執行率

予算現額
支出済額

市　　　税

繰　入　金

そ　の　他

諸 収 入

市 債

県 支 出 金

国庫支出金

繰 越 金
地方消費税
交　付　金

分担金及び
負　担　金

歳入 歳出

78億8,917万5千円
66億   470万7千円
13億1,774万3千円
6億9,498万2千円
1億2,734万8千円

163億2,342万9千円
166億3,395万5千円(101.9%)

48億5,873万1千円
46億740万9千円(94.8%)

20億118万4千円
12億9,290万4千円(64.6%)

16億257万7千円
14億469万6千円(87.7%)

15億7,506万4千円
15億7,506万5千円(100%)

15億2,000万円
16億5,595万2千円(108.9%)

13億8,230万円
3億1,810万円(23%)

5億5,312万6千円
5億4,738万7千円(99%)

4億9,088万7千円
3億7,652万1千円(76.7%)

7億9,471万7千円
7億5,671万3千円(95.2%)

131億2,850万1千円
121億4,928万1千円(92.5%)

47億4,704万3千円
36億2,802万1千円(76.4%)

41億9,771万6千円
38億3,364万円(91.3%)

27億4,556万8千円
24億380万1千円(87.6%)

26億3,119万9千円 
24億1,728万9千円(91.9%)

15億4,675万8千円(84.6%)

9億2,252万7千円

18億2,820万8千円

9億2,252万7千円(100%)

4億6,234万1千円
2億8,978万5千円(62.7%)

2億6,265万4千円
2億5,904万9千円(98.6%)

1億7,625万8千円
1億3,740万7千円(78%)

予算現額合計 311億　201万5千円
(収入率93.8％) 収入済額合計 291億6,870万2千円

予算現額合計 311億  201万5千円
支出済額合計 275億8,755万8千円　(執行率88.7%）

　
市
内
に
本
店
な
ど
の
あ
る
施
工
業
者
を
利
用
し
、
お
住
ま
い
の
住
宅

改
修
工
事
を
行
う
市
民
の
方
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度

で
す
。

覆
次
の
す
べ
て
を
満
た
し
て
い
る

方
が
所
有
し
居
住
し
て
い
る
個
人

住
宅
で
、
市
内
に
あ
る
住
宅
。
な

お
、
集
合
住
宅
は
個
人
の
専
用
部

分
と
し
ま
す
。

▼
申
込
日
現
在
、
市
内
に
１
年
以

上
住
民
登
録
し
て
い
る
方

▼
申
込
日
現
在
に
お
い
て
市
税
の

滞
納
の
な
い
方

▼
対
象
工
事
が
、
市
で
実
施
し
て

い
る
同
様
の
補
助
制
度
を
受
け
て

い
な
い
方

▼
過
去
に
同
じ
住
宅
で
、
こ
の
補

助
金
を
受
け
て
い
な
い
方
※
平
成

30
年
度
ま
で
に
一
度
で
も
こ
の
補

助
金
を
利
用
し
た
方
は
、
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

補
助
金
の
額　
10
万
円
（
税
別
）

以
上
の
工
事
で
、
工
事
額
の
30
パ

ー
セ
ン
ト
（
１
０
０
０
円
未
満
切

り
捨
て
）

※
上
限
額
10
万
円
、
予
算
枠
に
達

し
次
第
締
め
切
り

対
象
工
事　
▼
市
内
に
本
店
な
ど

（
法
人
に
お
け
る
本
社
ま
た
は
個

人
事
業
主
の
場
合
は
市
内
に
住
所

が
あ
る
こ
と
）
を
有
す
る
施
工
業

者
が
行
う
、
10
万
円
（
税
別
）
以

上
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

▼
補
助
金
の
交
付
が
決
定
さ
れ
て

か
ら
着
工
し
、
令
和
２
年
３
月
16

日
ま
で
に
完
了
す
る
工
事

※
す
で
に
改
修
工
事
を
着
工
し
て

い
る
方
や
、
改
修
工
事
が
完
了
し

て
い
る
方
は
対
象
外

▼
建
物
の
内
外
装
の
改
修
お
よ
び

修
繕
、
建
物
の
増
改
築
な
ど

仏
６
月
25
日
か
ら
12
月
27
日
ま
で

に
、
所
定
の
申
請
用
紙
（
商
工
観

光
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

入
手
）
な
ど
を
商
工
観
光
課
窓
口

へ※
本
人
ま
た
は
同
居
の
親
族
以
外

の
方
が
申
請
書
を
提
出
す
る
と
き

は
、
本
人
の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
案
内
チ
ラ
シ
（
商

工
観
光
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
入
手
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

表 ３　市債・企業債の現在高
平成31年 3 月31日現在

（単位：千円）
一般会計Ａ 21,419,207 

土木債 8,853,302 
特例地方債
（臨時財政対策債など） 7,023,237 

教育債 4,150,391 
民生債 273,780 
その他の市債 1,118,497 

特別会計Ｂ 25,503,951 

公共下水道事業 19,684,541 
大瀬古新田土地区画整理事業 789,030 
西袋上馬場土地区画整理事業 1,428,640 
八潮南部東一体型特定土地区画
整理事業 3,601,740 

上水道事業会計（企業会計）Ｃ 3,007,001 

合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 49,930,159 

表 ２　特別会計および上水道事業会計の予算執行状況
平成31年 3 月31日現在

<特別会計>	 (単位：千円、％ )

区　　　　　分 予算現額 収入済額 収入率
支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 9,422,084 9,150,204 97.1
8,965,120 95.2

公 共 下 水 道 事 業 4,438,350 3,173,876 71.5
2,819,759 63.5

稲 荷 伊 草 第 二
土地区画整理事業 616,752 336,585 54.6

205,530 33.3
鶴ヶ曽根・二丁目
土地区画整理事業 210,256 202,493 96.3

36,492 17.4
大 瀬 古 新 田
土地区画整理事業 510,299 488,200 95.7

314,704 61.7
西 袋 上 馬 場
土地区画整理事業 739,273 586,607 79.3

382,222 51.7
八潮南部東一体型特定 
土地区画整理事業 1,889,217 1,835,413 97.2

1,304,563 69.1

介 護 保 険 5,413,971 5,118,897 94.5
4,576,093 84.5

後 期 高 齢 者 医 療 946,573 906,915 95.8
856,247 90.5

<上水道事業会計>	 (単位：千円、％ )

区　　　　　分 予算額 収入額 収入率
支出額 執行率

収 益 的 収 入 2,178,232 2,193,593 100.7

収 益 的 支 出 1,927,059 1,798,207 93.3

資 本 的 収 入 600,240 502,570 83.7

資 本 的 支 出 1,439,357 1,105,164 76.8

注意しましょう

　食品に細菌やウイルスが付いて
いても、見た目や匂い・味の変化
はありません。食中毒は少しの油
断で、命に関わる危険もあります。
食中毒を防ぐために、手洗いは2
回洗いが効果的です。

　6月は体が暑さに慣れていない
時期でもあり、熱中症になりやす
くなっています。エアコンで温度
・湿度を調整したり、こまめに水
分補給をするなど予防に努めまし
ょう。

●食中毒●

●熱中症●
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八潮市役所　☎048-996-2111 腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

おしらせＨＯＴコーナー　案内・催しおしらせＨＯＴコーナー　案内・催し

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

市役所の電話
996-2111

FAX
995-7367

０１２０‒８４０‒２２５
防災行政無線で放送した
内容が聞き取れなかった
場合、再度聞き直せます
（定時放送を除く）。通話
料は無料です。

防災行政無線
テレホンサービス

　近年、急速な情報通信技術の進展や外国人の入国者数の増
加などにより、急激な情報化と国際化が進んでいます。
　このような中、インターネット上の人権侵害、外国人の人
権問題、子どもや、障がいのある人、高齢者への虐待など、「人
権の世紀」といわれるこの２１世紀に、依然としてさまざまな
人権問題が存在し続けています。
　元号は「平成」から「令和」へと変わりました。今年、日
本では、ラグビーワールドカップが開催されます。また、来
年には、東京オリンピック・パラリンピックが開催され、世
界から多くの注目を集めます。民族・国籍の違いや、障がい
の有無などを超えて、誰もが安心して生活できる社会を築き、
相手の気持ちを考え、お互いの心を通わせることが求められ
ています。
　昨年末にニューヨークで行われた「世界人権宣言７０周年記
念展示」の開会式において、国連事務総長は、世界人権宣言
の消えることのない重要性について深く考えるだけでなく、
あらゆる場面で人権を求めて声を上げ、立ち上がることを呼
び掛けています。
　今回の改元をきっかけとして、誰もがお互いの人権を大切
にし、支え合う共生社会の実現に向けて、人権問題への正し
い認識と取り組む姿勢を持つときではないでしょうか。

さまざまな人権問題の解決に向けて
～新時代「令和」を迎えて～

人 権 そ れ は 愛

物社会教育課☎奮365、人権・男女共同参画課☎奮811

　市では、市役所建て替えに向け、設計者を選定する手
続きを進めています。設計者の選定にあたっては、事業
実績や技術力、取り組み体制などを評価する一次審査を
行いました。
　その中から優れた設計者を選ぶため、設計者のプレゼ
ンテーション（技術提案の発表）と選定委員によるヒア
リングを公開で行います。
　未来の市役所に関するいろいろなアイデアが発表され
ますので、傍聴を希望する方はぜひお越しください。な
お、当日のスケジュールは、市ホームページをご覧くだ
さい。

腹６月３０日㈰　午前９時～
複八潮メセナ集会室
払１００人程度（当日先着順）
※傍聴者の発言はできません。
※休憩時間中のみ入退場可能。

新庁舎の設計者選定に関する
公開プレゼンテーション

物アセットマネジメント推進課☎奮８４５

案
内
案
内

八
潮
市
議
会
定
例
会
の
傍
聴

　
令
和
元
年
第
２
回
八
潮
市
議
会
定
例
会

を
６
月
１９
日
㈬
ま
で
開
会
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
日
＝
６
月
１４
日
㈮
・
１７
日
㈪
・

１８
日
㈫

※
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
仕
事
全

般
に
つ
い
て
、
執
行
機
関
か
ら
現
在
の
状

況
や
こ
れ
か
ら
の
考
え
を
聞
く
こ
と
。

払
各
日
４２
人
（
当
日
先
着
順
）

物
議
事
調
査
課
☎
焚
２
７
７

会
議
の
開
催

●
第
１
回
八
潮
市
検
診
等
に
関
す
る
専
門

部
会
の
傍
聴

腹
６
月
２６
日
㈬　
午
後
１
時
３０
分
～
２
時

３０
分

複
保
健
セ
ン
タ
ー
医
師
控
室

淵
平
成
３０
年
度
が
ん
検
診
に
お
け
る
が
ん

確
定
報
告
な
ど
に
つ
い
て

払
５
人
（
当
日
先
着
順
）

物
健
康
増
進
課
☎
９９５
・
３
３
８
１

●
第
１
回
八
潮
市
社
会
教
育
審
議
会
の
傍

聴腹
６
月
２７
日
㈭　
午
後
２
時
～
（
受
付
＝

午
後
１
時
３０
分
～
２
時
）

複
八
潮
メ
セ
ナ
研
修
室
Ａ

淵
平
成
３０
年
度
社
会
教
育
事
業
報
告
な
ど

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
社
会
教
育
課
☎
焚
３
６
５

●
第
１
回
八
潮
市
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
の
傍
聴

腹
７
月
３
日
㈬　
午
後
１
時
１５
分
～
２
時

３０
分

複
保
健
セ
ン
タ
ー

淵
食
育
推
進
計
画
お
よ
び
健
康
づ
く
り
行

動
計
画
の
進
捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て

払
５
人
（
当
日
先
着
順
）

物
健
康
増
進
課
☎
９９５
・
３
３
８
１

●
第
１
回
八
潮
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
運
営
協
議
会
の
傍
聴

腹
７
月
４
日
㈭　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
多
目
的
ホ
ー
ル

淵
平
成
３０
年
度
事
業
報
告
、
平
成
３１
年
度

事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
長
寿
介
護
課
☎
焚
４
４
８

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

緊
急
地
震
速
報
訓
練
放
送

　
国
か
ら
の
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊

急
情
報
を
伝
達
す
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊジ

ェ
イ

―
Ａア

ラ

ー

ト

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
と
、
市
の
防

災
行
政
無
線
の
連
動
を
確
認
す
る
た
め
、

訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。

腹
６
月
１８
日
㈫　
午
前
１０
時
ご
ろ

淵
▼
防
災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム
▼
こ
ち
ら

は
、
防
災
や
し
お
で
す
▼
た
だ
今
か
ら
訓

練
放
送
を
行
い
ま
す
▼
緊
急
地
震
速
報
チ

ャ
イ
ム
音
＋
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震
で

す
。
大
地
震
で
す
。
こ
れ
は
、
訓
練
放
送

で
す
（
３
回
）
▼
こ
ち
ら
は
、
防
災
や
し

お
で
す
▼
こ
れ
で
、
訓
練
放
送
を
終
わ
り

ま
す
▼
防
災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム

※
災
害
や
天
候
な
ど
に
よ
り
、
訓
練
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

物
危
機
管
理
防
災
課
☎
焚
３
０
５

「
八
潮
市
ま
ち
づ
く
り
白
書
」

を
作
成

　
市
で
は
、
良
好
な
都
市
環
境
の
形
成
を

図
る
た
め
、「
八
潮
市
み
ん
な
で
つ
く
る

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
に
基
づ
き
、

地
域
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

施
策
や
そ
の
他
の
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
状

況
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
「
八
潮
市
ま

ち
づ
く
り
白
書
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

各
公
共
施
設
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

物
開
発
建
築
課
☎
焚
３
２
５

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

　
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
改
築
さ
れ
た
場

合
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。
そ
の
税
額
を
算
出
す
る
た
め
、

市
の
職
員
に
よ
る
「
家
屋
調
査
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、家
屋
の
内
部（
間

取
り
・
設
備
な
ど
）
を
確
認
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
家
屋
、

取
り
壊
し
を
し
た
家
屋
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

物
資
産
税
課
☎
焚
３
０
２

第
１７
回
八
潮
市
市
民
意
識
調
査

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政
に
対
す
る
評
価

と
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
や
意
識
を
統
計
的
に
把
握
し
、
今
後

の
市
政
運
営
の
参
考
に
す
る
た
め
、
第
１７

回
八
潮
市
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

腹
７
月
中
旬

覆
市
全
域
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
、
令

和
元
年
６
月
１
日
現
在
、
満
１８
歳
以
上
の

市
民
３
０
０
０
人

※
対
象
の
方
に
は
、
調
査
票
を
郵
送
し
ま

す
。

物
秘
書
広
報
課
☎
焚
３
７
３

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調

月
間
―
７
月
１
日
～
３１
日
―

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す
べ
て

の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

物
さ
い
た
ま
保
護
観
察
所
企
画
調
整
課
☎

０４８
・
８６１
・
８
２
８
７

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
啓
発
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン�

�

腹
７
月
６
日
㈯　
午
後
３
時
３０
分
～
５
時�

複
八
潮
駅
北
口
周
辺�

�

淵
八
幡
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
ジ
ャ
ズ
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
演
奏
、
啓
発
資
料
配

布
な
ど�

�

物
社
会
福
祉
課
☎
焚
８
２
２

若
者
向
け
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

＆
相
談
会

腹
①
６
月
２８
日
㈮
②
７
月
１２
日
㈮

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
＝
午
後
２
時
～
３
時
、

相
談
会
＝
午
後
３
時
～
４
時
３０
分
（
１
人

３０
分
）

複
ゆ
ま
に
て
研
修
室

覆
３９
歳
以
下
の
方
（
埼
玉
と
う
ぶ
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
登
録
が
必
要

で
す
）

淵
①
志
望
動
機
や
自
己
Ｐ
Ｒ
の
書
き
方
を

学
ぶ
②
面
接
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

※
雇
用
保
険
受
給
者
で
希
望
の
方
に
は
受

講
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

弗
筆
記
用
具

払
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
＝
各
日
１０
人
（
申

込
順
）、
相
談
会
＝
各
日
５
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
電
話
で
埼
玉
と
う
ぶ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
０４８
・
７４１
・
６
５
８
３
、

受
付
＝
平
日
、
第
２
・
４
土
曜
日　
午
前

１０
時
～
午
後
５
時
）
へ

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
賞

金
は
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
７
億
円

で
す
。
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間　
７
月
２
日
㈫
～
８
月
２
日
㈮

物
（
公
財
）
埼
玉
県
市
町
村
振
興
協
会
☎

０４８
・
８２２
・
５
０
０
４

催
し
催
し

「
キ
ャ
ン
プ
で
出
会
う
自
然
」

を
絵え

楽が
く

腹
７
月
２６
日
㈮
・
２７
日
㈯　
午
前
９
時
～

正
午

複
八
潮
メ
セ
ナ
展
示
ホ
ー
ル

覆
小
学
生

淵
一
人
ひ
と
り
が
画
用
紙（
四
つ
切
り
）に

キ
ャ
ン
プ
で
出
会
う
「
虫
」「
花
」「
動
物
」

を
描
き
、
そ
の
自
然
の
中
で
、
自
分
た
ち

が
食
べ
た
い
お
弁
当
を
紙
粘
土
で
作
る

講
師　
こ
ま
つ
ま
ゆ
み
さ
ん
（
絵
画
造
形

教
室
代
表
）

弗
絵
の
具
道
具
一
式
、
ク
レ
ヨ
ン
、
は
さ

み
、
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
、
濡
れ
た
タ
オ
ル
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

払
各
日
１５
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
６
月
１６
日
か
ら
７
月
２０
日
ま
で
に
、
八

潮
メ
セ
ナ
窓
口
（
☎
９９８
・
２
５
０
０
、
受

付
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ
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おしらせＨＯＴコーナー　催しおしらせＨＯＴコーナー　催し
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン

コ
ン
サ
ー
ト

腹
７
月
１３
日
㈯　
午
後
２
時
～
３
時

複
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

淵
高た

か

田た

三さ
ぶ

郎ろ
う

作
曲
「
く
ち
な
し
」、「
歌
に

生
き
、
愛
に
生
き
」（
歌
劇
「
ト
ス
カ
」

よ
り
）
な
ど
の
演
奏

出
演　
舟ふ

な

山や
ま

未み

紗さ

さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

払
８０
人
（
当
日
先
着
順
）

沸
無
料

物
八
潮
メ
セ
ナ
☎
９９８
・
２
５
０
０

落
語
講
座

腹
▼
８
月
３
日
・
１７
日
、
９
月
７
日
・
２１

日
、
１０
月
５
日
、
１１
月
１６
日
、
１２
月
１４
日

・
２１
日
、
令
和
２
年
１
月
１１
日
（
各
土
曜

日
）　
午
前
１０
時
～
正
午

▼
１０
月
２０
日
㈰　
午
前
１０
時
～
正
午

▼
１０
月
３１
日
㈭　
午
後
７
時
～
９
時

▼
令
和
２
年
１
月
２５
日
㈯　
午
後
２
時
～

４
時

▼
成
果
発
表
会
＝
令
和
２
年
２
月
９
日
㈰

※
全
１３
回

複
八
潮
メ
セ
ナ
和
室
ほ
か

覆
小
学
校
５
年
生
以
上

講
師　

橘
た
ち
ば
な

ノの

圓え
ん

満ま
ん

さ
ん
（（
公
社
）
落
語

芸
術
協
会
）

払
１５
人
（
申
込
順
）

縮
刷
版
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
（
一
部
欠
号

あ
り
）。
ご
自
身
や
ご
家
族
の
記
念
日
を

新
聞
で
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
閲
覧
は
無

料
で
す
。

腹
６
月
１５
日
㈯
～
２３
日
㈰

※
コ
ピ
ー
を
希
望
す
る
場
合
は
、
期
間
中

に
受
け
付
け
し
、
６
月
２６
日
か
ら
２９
日
ま

で
に
お
渡
し
し
ま
す
。

複
八
條
図
書
館

払
３０
人
（
申
込
順
）

沸
１
部
白
黒
１０
円
（
コ
ピ
ー
代
）

物
八
條
図
書
館
☎
９９４
・
５
５
０
０

楽
し
く
体
験
！！
ヤ
ッ
キ
ー
ひ
ろ
ば

①「
木
の
車
を
作
ろ
う
！
」

②「
八
潮
お
も
ち
ゃ
の
病
院
」

腹
６
月
１５
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

覆
小
学
生
お
よ
び
保
護
者
同
伴
の
幼
児

淵
①
木
の
パ
ー
ツ
の
組
み
あ
わ
せ
を
考
え

て
自
分
だ
け
の
車
を
作
る
②
壊
れ
た
お
も

※
申
し
込
み
結
果
は
、
７
月
上
旬
ま
で
に

返
信
を
も
っ
て
発
表
し
ま
す
。

伝
統
文
化
お
こ
と
教
室

腹
毎
月
第
１
土
曜
日
（
１１
月
・
１
月
は
第

２
土
曜
日
）　
午
後
２
時
～
４
時

※
途
中
の
回
か
ら
で
も
参
加
可
能
で
す
。

複
資
料
館
視
聴
覚
講
座
室

覆
小
学
生
以
上

淵
伝
統
楽
器
の
ひ
と
つ
で
あ
る
箏こ

と

で
童
謡

や
唱
歌
を
演
奏
す
る

沸
１
回
１
１
５
０
円
※
初
回
無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要

物
資
料
館
☎
９９７
・
６
６
６
６

八
潮
の
資
料
で
学
ぶ　
元
号

腹
７
月
６
日
～
２０
日
（
毎
週
土
曜
日
・
全

３
回
）　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

複
資
料
館

淵
八
潮
の
資
料
を
使
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

時
代
の
元
号
を
紹
介
・
解
説

講
師　
資
料
館
文
書
保
存
専
門
員

払
２０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
６
月
１４
日
か
ら
７
月
５
日
ま
で
に
窓
口

ま
た
は
電
話
で
資
料
館
（
☎
９９７
・
６
６
６

６
）
へ

第
１
回
パ
ソ
コ
ン
講
座

腹
７
月
３
日
～
３１
日
（
毎
週
水
曜
日
・
全

５
回
）　
午
前
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

複
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

の
方

淵
パ
ソ
コ
ン
で
名
刺
・
カ
ー
ド
作
り

講
師　
籠か

ご

倉く
ら

正ま
さ

美み

さ
ん
（
埼
玉
県
ネ
ッ
ト

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

払
１３
人
（
申
込
順
）

沸
１
０
０
０
円
（
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
代
、
昨

年
度
購
入
さ
れ
た
方
は
無
料
）

仏
６
月
１４
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
公
民
館
（
☎
９９５
・
６
２
１
６
、　

受

付
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

第
４１
回
八
潮
市
民
謡
民
舞
大
会

腹
７
月
７
日
㈰　
午
前
９
時
４０
分
～
午
後

５
時
３０
分

※
４
人
以
下
の
場
合
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

沸
６
５
０
０
円
（
資
料
・
保
険
・
教
材
代
）

仏
６
月
１５
日
か
ら
７
月
２６
日
ま
で
に
、
窓

口
ま
た
は
電
話
で
八
潮
メ
セ
ナ
（
☎
９９８
・

２
５
０
０
）
へ

親
子
名
作
映
画
会
「
怪
盗
グ

ル
ー
の
ミ
ニ
オ
ン
大
脱
走
」

腹
７
月
１３
日
㈯　
午
前
の
部
＝
午
前
１０
時

３０
分
～
午
後
０
時
１０
分
、
午
後
の
部
＝
午

後
１
時
３０
分
～
３
時
１０
分
（
各
部
と
も
３０

分
前
開
場
）

複
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

払
各
部
５００
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、

抽
選
）

沸
無
料

仏
６
月
２１
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
で
青
少
年
育
成
八
潮
市
民
会
議

事
務
局（
社
会
教
育
課
内
☎
焚
３
６
５
）へ

※
１
世
帯
に
つ
き
、
は
が
き
１
枚
ま
で
。

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
、
４
人
ま
で
申
し

込
み
で
き
ま
す
。
４
人
家
族
以
上
の
場
合

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
往
信
表
面
に
宛
先
、
往
信
裏
面
に
⑴
氏

名
、
電
話
番
号
⑵
鑑
賞
希
望
者
の
合
計
人

数
、年
齢
⑶
鑑
賞
希
望
の
部（「
午
前
の
部
」

「
午
後
の
部
」「
ど
ち
ら
で
も
」
の
い
ず
れ

か
を
記
入
）、
返
信
表
面
に
住
所
、
氏
名

を
記
入
（
返
信
裏
面
は
白
紙
）。

ち
ゃ
を
直
す

払
①
の
み
２０
人
（
当
日
先
着
順
）

沸
①
１００
円
②
必
要
に
応
じ
て
部
品
代
あ
り

※
事
前
申
し
込
み
不
要

物
や
し
お
生
涯
楽
習
館
☎
９９４
・
１
０
０
０

生
涯
学
習
人
財
バ
ン
ク
や
し
お

楽
習
塾
講
師
企
画
講
座

①
初
め
て
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験

腹
７
月
１
日
㈪　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

覆
１６
歳
以
上
の
女
性

淵
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
基
礎
を
学
び
、
音
楽
に

合
わ
せ
て
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
踊
る

講
師　
高た

か

井い

清き
よ

子こ

さ
ん

弗
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
ス
カ
ー
ト
は
無
料
貸
し
出
し

払
１０
人
（
申
込
順
）

②
ヨ
ガ
で
心
も
身
体
も
す
っ
き
り
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ

腹
７
月
１３
日
㈯　
午
前
１０
時
～
正
午

覆
２０
歳
以
上
の
方

淵
ヨ
ガ
と
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ

講
師　
𠮷よ

し

田だ

花か

織お
り

さ
ん

弗
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲

み
物

払
１５
人
（
申
込
順
）

―
①
②
共
通
―�

�

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
軽
運
動
室�

�

沸
無
料�

�

仏
６
月
１５
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

や
し
お
生
涯
楽
習
館
（
☎
９９４
・
１
０
０
０
、

受
付
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）
へ

介
護
予
防
講
演
会

歯
科
医
の
つ
ぶ
や
き
パ
ー
ト
３

腹
７
月
５
日
㈮　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

複
八
潮
メ
セ
ナ
・
ア
ネ
ッ
ク
ス

覆
市
内
在
住
の
方

淵
お
口
の
健
康
に
つ
い
て

講
師　
桂か

つ
ら

公こ
う

平へ
い

さ
ん（
桂
歯
科
医
院
院
長
）

払
６０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
６
月
１４
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

長
寿
介
護
課
（
☎
焚
４
０
８
）
へ

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
多
目
的
ホ
ー
ル

淵
成
果
発
表

沸
無
料

物
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
内
）

☎
９９５
・
６
２
１
６

八
條
公
民
館
講
座

①
犯
罪
か
ら
身
を
守
る
～
親
子
・
体
験
型

安
全
教
室
～

腹
６
月
２９
日
㈯　
午
後
１
時
～
３
時

複
八
條
公
民
館
会
議
室
⑴

覆
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

弗
通
学
用
ラ
ン
ド
セ
ル

払
３０
組
（
申
込
順
）

沸
無
料

②
布
ぞ
う
り
の
作
り
方
講
座
～
夏
休
み
に

親
子
で
作
ろ
う
、
布
ぞ
う
り
！
～

腹
７
月
２８
日
㈰　
午
後
１
時
～
４
時

複
八
條
公
民
館
会
議
室
⑵

覆
市
内
在
住
の
小
学
校
３
～
６
年
生
と
そ

の
保
護
者

弗
飲
み
物
、
タ
オ
ル

払
２０
組
（
申
込
順
）

沸
４００
円
（
材
料
費
）

―
①
②
共
通
―�

�

講
師　
木き

の

下し
た

史ふ
み

江え

さ
ん
（
子
ど
も
応
援
団

・
結
）�

�

仏
①
は
６
月
１５
日
、
②
は
６
月
２５
日
か
ら

窓
口
ま
た
は
電
話
で
八
條
公
民
館
（
☎
９９４

・
３
２
０
０
、
受
付
＝
午
前
９
時
～
午
後

５
時
）
へ

や
わ
た
と
し
ょ
か
ん
わ
く
わ
く

ク
ラ
ブ「
第
７
回
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

が
え
る
選
手
権
」

腹
６
月
２２
日
㈯　
午
後
３
時
～
４
時

複
八
幡
図
書
館
お
は
な
し
の
部
屋

覆
小
学
生
以
下
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同

伴
）

淵
伝
承
折
り
紙「
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
が
え
る
」

を
制
作
し
、
高
さ
や
距
離
を
競
っ
て
遊
ぶ

払
２０
人
（
当
日
先
着
順
）

沸
無
料

物
八
幡
図
書
館
☎
９９５
・
６
２
１
５

記
念
日
新
聞

　
図
書
館
で
は
、
昭
和
２３
年
か
ら
の
新
聞

手話を使ってみよう 第 3回
　手話に対する理解を深め、広く普及させるため、
市では八潮市手話言語条例を制定しています。日常
生活で使える簡単な手話から始めてみましょう。

物障がい福祉課☎奮453

人さし指で、鼻を指
さす。

わたし

手のひらを相手に差
し出す。

あなた

①川の水調査隊～中川・綾瀬川を調べ
よう～
腹７月２８日㈰　午前１０時～正午
弗汚れてもよい服装、筆記用具
払１０人
②楽しく好きなものを描いてみよう
腹７月２９日㈪・３１日㈬　午前９時３０分～
１１時３０分
弗絵の具道具一式、題材、雑巾、新聞
紙、筆記用具、画用紙
払各日１２人
③発電の仕組みと原発事故
腹７月３１日㈬　午後２時～４時
弗筆記用具
払２０人
④水引工作で夏アレンジ～日本の伝統
工芸を体験してみよう～
腹８月２日㈮　午前１０時～１１時３０分
弗はさみ、ボンド
払２０人
⑤オリジナル木工貯金箱
腹８月３日㈯・４日㈰　午前９時３０分～正
午
弗絵の具道具一式、雑巾、紙袋
払各日８人
⑥読書感想文の書き方（低学年・中学
年・高学年の部）
腹８月５日㈪・７日㈬・８日㈭（全３回）　
午前９時３０分～１１時３０分　

弗感想文を書きたい本（事前に読んで
おく）、筆記用具、ふせん
払各部２０人
⑦刺

し

繡
しゅう

枠
わ く

を使ってかべかけリースを作
ろう
腹８月２４日㈯　午前９時３０分～１１時３０分
弗持ち帰り用の袋
払２０人

―①～⑦共通―
複やしお生涯楽習館
覆①小学生～中学生、②④～⑦小学生、
③小学校５年生～中学生
沸①～③⑥無料、④５００円（材料代）、
⑤⑦１,０００円（材料代）
仏チラシ（市内公共施設で入手）また
は市ホームページをご覧のうえ、７月５
日（必着）までに、往復はがきでやし
お生涯楽習館（☎９９４－１０００）へ
○往信表面に宛先（〒３４０－０８０２鶴ケ
曽根４２０－２）、往信裏面に（１）希望コ
ース名（第２希望まで。②⑤は、希望
の日時も記入）（２）参加希望者の氏名
（ふりがな）（３）学年（４）住所（５）
電話番号、返信表面に住所、氏名を記
入（返信裏面は白紙）。
※申し込みの結果は、７月６日以降に返
信をもって発表します（申し込み多数
の場合、抽選）。

夏 ！戦作大題宿み休



（8）No.823広報 令和元年（2019年）6月10日

八潮市役所　☎048-996-2111 腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

おしらせＨＯＴコーナー　催し・募集おしらせＨＯＴコーナー　催し・募集

　７月１日は、市県民税・
国民健康保険税・介護保険
料の各第１期の納期限です。
安全・確実・便利な口座振
替で納付をお願いします。

市ホームページまたは
左の2次元コードから
アクセス

物秘書広報課☎焚４２３
シティセールスＰＲ動画配信中

動画の視聴方法

物秘書広報課☎焚４２３

空メール画面
になるので何
か一文字入れ
て送信してく
ださい。

やしお840メール配信中

Facebook、Twitter
でも同時配信中

2次元コード

若
返
る
ぞ
！
シ
ニ
ア
体
操
教
室

腹
７
月
１８
日
㈭
・
２２
日
㈪
、
８
月
５
日
㈪

・
１９
日
㈪
、
９
月
２
日
㈪
・
９
日
㈪
・
１９

日
㈭
・
２４
日
㈫
（
全
８
回
）　

午
前
１０
時

～
１１
時
３０
分

複
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ

覆
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
の
方

淵
専
門
の
指
導
員
に
よ
る
運
動
の
実
技
指

導
や
自
宅
で
で
き
る
運
動
紹
介
と
実
技
、

運
動
継
続
の
ア
ド
バ
イ
ス

弗
室
内
用
運
動
靴
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

払
１８０
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、抽
選
）

沸
無
料

仏
６
月
２８
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
で
長
寿
介
護
課（
☎
焚
４
０
８
）

へ○
往
信
表
面
に
宛
先
、
往
信
裏
面
に
⑴
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
⑵
住
所
⑶
生
年
月
日
⑷

電
話
番
号
⑸
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
⑹
「
エ
イ

ト
ア
リ
ー
ナ
希
望
」、
返
信
表
面
に
住
所
、

氏
名
を
記
入
（
返
信
裏
面
は
白
紙
）。

※
９
月
か
ら
開
催
す
る
他
会
場
の
体
操
教

室
お
よ
び
健
康
ス
リ
ム
ア
ッ
プ
教
室
と
の
、

同
時
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

第
８３
回
入
札
方
式
に
よ
る
リ
サ

イ
ク
ル
品
の
売
り
払
い

腹
６
月
１７
日
㈪
～
２８
日
㈮
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
３０
分

複
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

覆
市
内
在
住
で
、
自
己
搬
出
可
能
な
方

淵
自
転
車
・
三
輪
車
、
家
具
な
ど
の
リ
サ

イ
ク
ル
品
の
入
札
に
よ
る
売
り
払
い
（
１

人
１
品
、
買
い
受
け
希
望
価
格
を
入
札
箱

へ
）

結
果
発
表　
７
月
３
日
㈬　
午
後
２
時
～

引
き
渡
し
期
間　
７
月
３
日
㈬
～
１２
日
㈮　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
３０
分
※
３
日
は
午

後
２
時
～

物
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎
９９７
・
６
６
９
６

ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会

腹
７
月
５
日
㈮　
午
後
６
時
３０
分
～
８
時

（
受
付
＝
午
後
６
時
～
）

複
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ

覆
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

淵
ラ
ジ
オ
体
操
の
実
技
と
指
導
方
法
の
講

習
会

講
師　
西に

し

川か
わ

佳よ
し

克か
つ

さ
ん
（
ラ
ジ
オ
体
操
指

導
者
）

弗
室
内
用
運
動
靴
、
タ
オ
ル

沸
無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要

物
八
潮
市
体
育
協
会
☎
９９７
・
９
０
９
５

普
通
救
命
講
習
会
Ⅰ

腹
７
月
６
日
㈯　
午
前
９
時
～
正
午

複
草
加
消
防
署
青
柳
分
署

覆
八
潮
市
ま
た
は
草
加
市
に
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
中
学
生
以
上

淵
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
て
（
心
肺
蘇

生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
、
異
物
除
去

な
ど
）

払
３０
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、抽
選
）

沸
無
料

仏
６
月
２８
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
草
加
消
防
署
青
柳
分
署
（
☎
９３１
・
３
９

７
３
）
へ

募
集

八
潮
市
地
域
福
祉
計
画
推
進

委
員
会
委
員

任
期　
委
嘱
の
日
～
令
和
３
年
３
月
３１
日

覆
応
募
日
現
在
、
市
内
に
１
年
以
上
在
住

し
て
い
る
２０
歳
以
上
の
方
で
、
平
日
の
夜

間
に
開
催
す
る
会
議
（
令
和
元
年
度
の
委

員
会
は
、
上
半
期
１
回
・
下
半
期
１
回
の

計
２
回
程
度
の
開
催
を
予
定
）
に
出
席
で

き
る
方
※
市
議
会
議
員
、市
職
員
（
常
勤
）、

公
募
に
よ
る
本
市
の
附
属
機
関
の
委
員
を

除
く

淵
地
域
福
祉
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
施

策
・
事
業
に
対
す
る
審
議
お
よ
び
そ
の
他

地
域
福
祉
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
つ
い

て
の
調
査
審
議

払
３
人
（
男
性
１
人
、
女
性
２
人
。
申
し

込
み
多
数
の
場
合
、
書
類
審
査
に
よ
り
選

考
）

報
酬　
市
の
規
定
に
よ
り
支
給

仏
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、「
委
員
応
募
の

動
機
と
八
潮
市
の
地
域
福
祉
の
推
進
に
つ

い
て
」
の
小
論
文
（
８００
字
程
度
、
様
式
自

由
）
を
添
え
て
、
６
月
２８
日
（
必
着
）
ま

で
に
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
社
会
福
祉
課
（
☎
焚
８
０
２
、
鯖
９９６

・
２
８
２
０
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
スshaka�

ifukushi@city.yashio.lg.jp

）
へ

市
営
住
宅
入
居
者

入
居
予
定
日　
８
月
上
旬

覆
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
▼
市
に
１

年
以
上
在
住
し
て
い
る
方
▼
入
居
し
よ
う

と
す
る
世
帯
全
員
の
合
計
所
得
が
月
額
１５

万
８
０
０
０
円
以
下
の
方
（
裁
量
世
帯
は

月
額
２１
万
４
０
０
０
円
以
下
）
▼
市
税
な

ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
▼
現
に
住
宅
に

困
窮
し
て
い
る
方
▼
現
に
同
居
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
方
▼
暴
力

団
員
で
な
い
方

淵
①
一
般
世
帯
向
け
住
宅
※
単
身
入
居
の

場
合
は
条
件
あ
り
②
母
子
・
父
子
家
庭
向

け
住
宅
（
配
偶
者
の
い
な
い
方
で
、
現
に

２０
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
世
帯

の
み
）

募
集
住
宅　
①
Ｕ
Ｒ
八
潮
団
地
２７
号
棟
４０３

号
室
（
八
條
１
５
６
７
）
②
宮
田
団
地
２

階
建
て
４
―
４
号
室
（
鶴
ケ
曽
根
１
５
８

０
―
１
）

沸
①
月
額
１
万
４
４
０
０
円
～
２
万
５
１

０
０
円
※
共
益
費
３
２
０
０
円
を
含
む

②
月
額
１
万
５
７
０
０
円
～
３
万
９００
円

―
①
②
共
通
―�

�

間
取
り　
２
Ｄ
Ｋ
※
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
設

置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。�

�

払
各
１
戸
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽

選
）�

�

仏
６
月
１８
日
ま
で
に
、
申
込
用
紙
（
市
営

住
宅
課
窓
口
で
入
手
）を
市
営
住
宅
課（
☎

焚
３
２
６
）
へ

駅
前
出
張
所
臨
時
職
員

任
期　
①
７
月
１
日
～
１２
月
３１
日
（
週
３

日
勤
務
、
火
～
木
曜
日　
午
後
２
時
～
７

時
１５
分
）
②
１０
月
１
日
～
令
和
２
年
３
月

３１
日
（
週
１
日
勤
務
、
日
曜
日　
午
前
９

時
～
午
後
１
時
）

淵
①
証
明
書
発
行
事
務
、
住
民
異
動
届
入

力
に
係
る
事
務
な
ど
②
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交

付
に
係
る
事
務
な
ど

―
①
②
共
通
―�
�

払
各
１
人
（
書
類
審
査
お
よ
び
面
接
に
よ

り
選
考
）�

�

賃
金　
時
給
９５０
円�

�

仏
八
潮
市
臨
時
職
員
登
録
票
（
窓
口
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
）
を
、
６
月

２０
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
郵

送
で
駅
前
出
張
所（
☎
９９９
・
０
８
４
０
）へ

学
童
保
育
所
夏
期
臨
時
職
員

任
期　
７
月
２２
日
～
８
月
３０
日
（
月
～
金

曜
日　
午
前
８
時
～
午
後
６
時
３０
分
の
う

ち
７
時
間
４５
分
）

複
学
童
保
育
所
５
カ
所
（
わ
か
く
さ
・
や

わ
た
・
や
な
ぎ
の
み
や
・
だ
い
ば
ら
・
は

ち
じ
ょ
う
）

覆
１８
歳
か
ら
６０
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
方
で
、

期
間
中
に
１０
日
以
上
勤
務
で
き
る
方
（
学

生
可
。
た
だ
し
高
校
生
は
除
く
）

淵
学
童
保
育
指
導
員
の
補
助

払
７
人
（
面
接
に
よ
り
選
考
）

賃
金　
時
給
９５０
円
（
保
育
士
・
教
員
な
ど

の
有
資
格
者
は
１
０
５
０
円
）

仏
八
潮
市
臨
時
職
員
登
録
票
、
資
格
証
の

写
し
（
有
資
格
者
の
み
）
を
、
６
月
２１
日

（
必
着
）
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
郵
送
で

保
育
課
（
☎
焚
４
８
９
）
へ

八
潮
メ
セ
ナ
・
ア
ネ
ッ
ク
ス　

展
示
コ
ー
ナ
ー
利
用
者

複
八
潮
メ
セ
ナ・ア
ネ
ッ
ク
ス
出
入
口（
ロ

ー
タ
リ
ー
側
）
付
近

覆
各
種
教
室
案
内
、
作
品
展
示
、
イ
ベ
ン

ト
告
知
、
会
社
広
告
な
ど
の
ポ
ス
タ
ー

規
格　
Ｂ
１
サ
イ
ズ
（
ア
ル
ミ
フ
レ
ー
ム

貸
与
）

払
１３
枠
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、抽
選
）

沸
１
枠
に
つ
き
月
額
５
０
０
０
円

仏
八
潮
メ
セ
ナ
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
窓
口
（
☎

９９７
・
３
７
７
７
）
へ

第
３５
回
八
潮
市
民
音
楽
祭
参
加
者

腹
１１
月
２４
日
㈰

複
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

覆
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
ま
た
は
市
内

で
音
楽
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
・
個
人

淵
音
楽
演
奏
発
表
会
（
テ
ー
プ
な
ど
に
よ

る
演
奏
は
不
可
）

沸
無
料

仏
７
月
１０
日
ま
で
に
、
参
加
申
込
書
（
八

幡
公
民
館
で
入
手
）
を
文
化
協
会
事
務
局

（
八
幡
公
民
館
内
☎
９９５
・
６
２
１
６
、
受

付
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

第
３６
回
八
潮
市
美
術
展
覧
会

出
品
者

腹
９
月
２６
日
㈭
～
２９
日
㈰　
午
前
１０
時
～

午
後
５
時

搬
入　
９
月
２３
日
㈷　
午
前
１０
時
３０
分
～

正
午

搬
出　
９
月
２９
日
㈰　
午
後
５
時
～
５
時

３０
分

複
八
潮
メ
セ
ナ
展
示
室
・
集
会
室

覆
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
１５
歳
以
上

の
方
（
市
内
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
を
含

む
、
中
学
生
を
除
く
）

淵
洋
画
（
油
絵
、
水
彩
画
、
ア
ク
リ
ル
画
、

版
画
、
パ
ス
テ
ル
画
、
デ
ッ
サ
ン
画
）、

日
本
画
（
日
本
画
、
水
墨
画
）、
彫
刻
、

切
り
絵
、
工
芸
、
陶
芸

※
規
格
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

払
１
人
２
点
以
内

沸
１
点
１
０
０
０
円
、
２
点
１
６
０
０
円

仏
７
月
１０
日
ま
で
に
、
参
加
申
込
書
（
八

幡
公
民
館
で
入
手
）
を
文
化
協
会
事
務
局

（
八
幡
公
民
館
内
☎
９９５
・
６
２
１
６
、
受

付
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

農
園
利
用
者

●
市
民
農
園

複
鶴
ケ
曽
根
１
０
０
０�

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

淵
１
区
画
３０
平
方
メ
ー
ト
ル

払
１４
区
画
（
申
込
順
）

沸
１
区
画
に
つ
き
月
額
１
０
０
０
円

●
ふ
れ
あ
い
農
園

複
高
橋
農
園
（
古
新
田
２４５
）

覆
畑
の
管
理
が
で
き
、
徒
歩
ま
た
は
自
転

車
で
通
え
る
方

淵
１
区
画
２０
平
方
メ
ー
ト
ル

払
２
区
画
（
申
込
順
）

沸
１
区
画
に
つ
き
年
額
８
０
０
０
円

―
共
通
―�

�

利
用
期
間　
申
し
込
み
日
～
令
和
２
年
３

月
３１
日

※
農
園
の
空
き
状
況
は
、
５
月
２３
日
現
在

の
も
の
で
す
。

物
都
市
農
業
課
☎
焚
２
９
９

第
７
回
や
し
お
コ
ラ
ボ
フ
ェ
ス
タ

参
加
者

腹
９
月
２９
日
㈰
（
参
加
者
説
明
会
＝
８
月

２
日
㈮　
午
後
６
時
～
）

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館

覆
市
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
生
涯
学

習
活
動
な
ど
を
し
て
い
る
団
体
・
個
人
で
、

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
、
活
動

展
示
、
体
験
会
、
模
擬
店
な
ど
を
実
施
で

き
、
当
日
運
営
協
力
が
で
き
る
方

沸
模
擬
店
の
み
２
０
０
０
円
（
出
店
料
）

仏
６
月
１５
日
か
ら
７
月
１９
日
ま
で
に
、
申

込
用
紙
（
市
内
公
共
施
設
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
）
を
や
し
お
コ
ラ
ボ
フ

ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
事
務
局
（
や
し
お
生

涯
楽
習
館
内
☎
９９４
・
１
０
０
０
、
受
付
＝

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

第
５１
回
シ
ラ
コ
バ
ト
賞
候
補
者

　
彩
の
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
は
、
市

内
で
地
域
貢
献
活
動
を
行
う
個
人
お
よ
び

団
体
を
表
彰
す
る
た
め
、
候
補
者
を
募
集

し
ま
す
（
他
薦
の
み
）。

覆
市
内
で
地
域
貢
献
活
動
を
実
践
し
て
い

て
次
の
基
準
を
満
た
す
個
人
や
団
体

▼
常
時
活
動
＝
年
３
回
以
上
で
８
年
以
上

継
続
▼
定
期
活
動
＝
年
１
・
２
回
以
上
で

１２
年
以
上
継
続

仏
６
月
２８
日
ま
で

※
詳
し
く
は
、
募
集
冊
子
（
市
内
公
共
施

設
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
市
民
協
働
推
進

課
窓
口
で
入
手
）
ま
た
は
彩
の
国
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

物
彩
の
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
事
務
局　

☎
０４８
・
８３０
・
２
８
１
５
、
八
潮
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
事
務
局
（
市
民
協
働
推
進

課
内
）
☎
焚
３
２
８
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おしらせＨＯＴコーナーおしらせＨＯＴコーナー

八潮市国民健康保険からのお知らせ
ー生活習慣病重症化予防対策事業ー
八潮市国民健康保険からのお知らせ
ー生活習慣病重症化予防対策事業ー

■
特
別
障
が
い
者
手
当

　
年
４
回
（
２
月
、
５
月
、
８
月
、
１１
月
）

月
額
２
万
７
２
０
０
円
を
支
給
し
ま
す

（
所
得
制
限
あ
り
）。

覆
２０
歳
以
上
で
身
体
ま
た
は
精
神
の
重
度

の
障
が
い
に
よ
り
、
日
常
生
活
で
常
時
特

別
の
介
護
を
要
す
る
状
態
の
方

※
施
設
に
入
所
中
の
方
お
よ
び
継
続
し
て

３
カ
月
を
超
え
て
病
院
な
ど
に
入
院
中
の

方
は
除
き
ま
す
。

■
障
が
い
児
福
祉
手
当

　
年
４
回
（
２
月
、
５
月
、
８
月
、
１１
月
）

月
額
１
万
４
７
９
０
円
を
支
給
し
ま
す

（
所
得
制
限
あ
り
）。

覆
２０
歳
未
満
で
、
日
常
生
活
で
特
に
制
限

☎995-6215八幡
☎994-5500八條

☎995-6215八幡
☎994-5500八條

　
新
し
く
入
っ
た
両
館
所
蔵
の
図
書
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

■
一
般
書

「
シ
ー
ソ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
」

伊い

坂さ
か

幸こ
う

太た

郎ろ
う　
著

「
帰き

還か
ん

」

堂ど
う

場ば

瞬し
ゅ
ん

一い
ち　
著

「
人じ

ん

類る
い

最さ
い

年ね
ん

長ち
ょ
う」

島し
ま

田だ

雅ま
さ

彦ひ
こ　
著

「
お
ま
え
の
罪つ

み

を
自じ

白は
く

し
ろ
」

真し
ん

保ぽ

裕ゆ
う

一い
ち　
著

「
ポ
ル
シ
ェ
太た

郎ろ
う

」

羽は

田だ

圭け
い

介す
け　
著

「
白び

ゃ
く

魔ま

の
塔と

う

」

三み

津つ

田だ

信し
ん

三ぞ
う　
著

■
児
童
書

「
竜り

ゅ
う

之の

介す
け

先せ
ん

生せ
い

、
走は

し

る
！
」

片か
た

野の

ゆ
か　
作　
高た

か

倉く
ら

陽は
る

樹き　
絵

「
大だ

い

渋じ
ゅ
う

滞た
い

」
い
と
う
み
く　
作　
い
つ
か　
絵

「
ど
た
ん
ば
た
ん
お
る
す
ば
ん
」

松ま
つ

田だ

奈な

那な

子こ　
作

「
あ
の
こ
の
た
か
ら
も
の
」

種た
ね

村む
ら

有ゆ

希き

子こ　
作

「
あ
れ
あ
れ
あ
れ
れ
」つ

ち
だ
の
ぶ
こ　
作

■
７
月
の
上
映
会
の
日

○
八
條
図
書
館

▼
児
童
向
け
＝
１４
日
㈰
・
２１
日
㈰　
午
前

１１
時
～
▼
一
般
向
け
＝
７
日
㈰
・
１４
日
㈰　

午
後
２
時
～

○
八
幡
図
書
館

▼
児
童
向
け
＝
１４
日
㈰
・
２８
日
㈰　
午
後

２
時
～

※
上
映
内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
図
書
館
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
７
月
の
休
館
日

八
幡
・
八
條
図
書
館

１
日
㈪
・
８
日
㈪
・
１６
日
㈫
・
２２
日
㈪
・

２９
日
㈪

駅
前
出
張
所
図
書
窓
口

毎
週
土
・
日
曜
日
、
１５
日
㈷

草
加
市

草
加
朝
顔
市

腹
６
月
３０
日
㈰　
午
前
７
時
～

複
草
加
松
原
遊
歩
道
（
百
代
橋
南
側
）

淵
市
内
園
芸
農
家
が
育
て
た
朝
顔
の
販
売

な
ど

物
草
加
市
観
光
協
会
事
務
局
（
文
化
観
光

課
内
）
☎
９２２
・
２
４
０
３

松
伏
町

“
エ
ロ
ー
ラ
の
ゴ
ー
シ
ュ
”
Ｖ
ｏ
ｌ
．
１６　

渡わ
た

部な
べ

宏こ
う　
チ
ェ
ロ
・
リ
サ
イ
タ
ル

腹
７
月
７
日
㈰　
午
後
２
時
～
（
午
後
１

時
３０
分
開
場
）

複
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ

淵
宮み

や

沢ざ
わ

賢け
ん

治じ

「
星
め
ぐ
り
の
歌
」、
菅か

ん

野の

よ
う
子こ

「
花
は
咲
く
」、
ア
マ
ン
ダ
・
マ

ク
ブ
ル
ー
ム
「
ロ
ー
ズ
～
映
画
『
Ｔ
ｈ
ｅ　

Ｒ
ｏ
ｓ
ｅ
』
よ
り
」
ほ
か

出
演　

渡
部
宏
さ
ん
（
チ
ェ
ロ
奏
者
）、

小お

野の

哲て
つ

也や

さ
ん
（
ピ
ア
ノ
奏
者
）、
沢さ

わ

田だ

知ち

可か

子こ

さ
ん
（
ヴ
ォ
ー
カ
ル
）

沸
大
人
３
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
２
０

０
０
円
※
未
就
学
児
の
入
場
不
可

物
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
☎
９９２
・
１
０

０
１

越
谷
市

七
夕
フ
ェ
ス
タ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

腹
６
月
２９
日
㈯　
午
前
１０
時
３０
分
～
午
後

１
時
３０
分

複
北
越
谷
駅
西
口
さ
く
ら
広
場
、
越
谷
市

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ
と

越
谷
」（
雨
天
時
「
ほ
っ
と
越
谷
」
の
み
）

淵
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
地
場
野
菜
や
手
作
り

品
の
販
売
、
子
ど
も
の
あ
そ
び
、
パ
ネ
ル

展
示
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

物
ほ
っ
と
越
谷
☎
９７０
・
７
４
１
１

三
郷
市

お
披
露
目
演
奏
会

腹
６
月
３０
日
㈰　
午
後
１
時
～
（
午
後
０

時
３０
分
開
場
）

複
鷹
野
文
化
セ
ン
タ
ー

淵
三
郷
市
出
身
の
若
手
音
楽
家
に
よ
る
演

奏
会

沸
無
料

払
２９８
人
（
当
日
先
着
順
）

物
鷹
野
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
９５６
・
９
０
１
０

吉
川
市

よ
し
か
わ
マ
ル
シ
ェ

腹
６
月
３０
日
㈰　
午
前
９
時
３０
分
～
午
後

１
時

複
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す

淵
採
れ
た
て
野
菜
や
特
産
品
、
市
内
商
店

の
逸
品
の
販
売

物
よ
し
か
わ
マ
ル
シ
ェ
実
行
委
員
会
☎
９８２

・
９
６
９
７

　
市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に

障
が
い
者
手
帳
の
等
級
な
ど
に
よ
り
、
各

種
経
済
的
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
支
援
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。

■
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成

　
医
療
機
関
や
薬
局
で
支
払
っ
た
医
療
保

険
適
用
内
の
自
己
負
担
分
を
助
成
し
ま
す
。

覆
市
内
に
在
住
す
る
障
が
い
者
（
児
）
の

方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
、
療
育
手

帳
Ⓐ
、
Ａ
、
Ｂ
お
よ
び
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
級
の
方
▼
身
体
障
害
者
手
帳

４
級
の
一
部
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
１
、
２
級
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

障
が
い
認
定
を
受
け
た
方

の
あ
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
お
よ

び
２
級
の
一
部
、
療
育
手
帳
Ⓐ
、
常
時
介

護
を
要
す
る
精
神
障
が
い
者
な
ど
）

※
施
設
に
入
所
中
の
方
お
よ
び
障
が
い
を

支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
は
除
き
ま
す
。

■
在
宅
重
度
心
身
障
が
い
者
手
当

　
年
２
回
（
９
月
、
３
月
）
月
額
５
０
０

０
円
を
支
給
し
ま
す
（
障
が
い
者
手
帳
の

新
規
取
得
ま
た
は
等
級
変
更
の
年
齢
が
６５

歳
以
上
の
方
は
、
月
額
２
５
０
０
円
を
支

給
し
ま
す
）。

覆
身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２
級
、
療
育
手

帳
Ⓐ
、
Ａ
お
よ
び
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
級
の
方
で
、
特
別
障
が
い
者
手
当
、

障
が
い
児
福
祉
手
当
な
ど
を
受
け
て
い
な

い
方

※
施
設
に
入
所
中
の
方
は
除
き
ま
す
。
ま

た
、
手
当
の
対
象
者
が
住
民
税
を
課
税
さ

れ
て
い
る
場
合
は
支
給
を
停
止
し
ま
す
。

物
障
が
い
福
祉
課
☎
焚
４
５
３

ふ
れ
あ
い
福
祉
コ
ー
ナ
ー

障
が
い
の
あ
る
方
に
対
す
る
経
済
的
支
援

法律相談などで多い事例とそのアドバイス
法律相談コラム

事例

　２０１９年４月１日、父が亡くなりました。父のめぼしい遺産は、預金
１，０００万円だけです。相続人は私と兄の二人です。兄は、父の生前、
自宅購入費用の頭金として５００万円贈与されていました。今回、兄と
私はそれぞれ１，０００万円の２分の１である５００万円を取得することになる
のでしょうか。不公平な気がします。

回答

　事例では「特別受益」が問題となっています。相続人らの中に、被
相続人から生前に贈与を受けたりした者がいた場合、遺産分割におい
て、この相続人が他の相続人と同じ相続分を得るとすれば不公平にな
ります。民法は、このような場合に相続人らの公平を図るため、生前
に贈与されていた分を「特別な受益」（簡単にいえば、相続分の前渡
しです。）として、それを相続分の計算において加算し、具体的な相
続分を算定するとしています。
　事例の場合、相続開始時に存在する預金１，０００万円に、兄に贈与さ
れた５００万円を加算すると、１，５００万円となります。兄と私の法定相続
分は各２分の１ですので、これを乗じると、７５０万円となります。ここで、
兄は先んじて父から頭金５００万円をもらっていますので、７５０万円から
５００万円を控除します（先に受領していると考えるわけです）。そうす
ると、兄の具体的相続分は、２５０万円となります。よって、最終的に、
相続時に存在した遺産１，０００万円について、兄の（具体的）相続分は２
５０万円、私の（具体的）相続分が７５０万円となり、公平が図られるこ
とになります。
　上記はあくまで一つの事例であり、法定相続分を前提とした回答例
になります。
　実際の遺産分割において、「特別受益」が争点になることは多く、
何が特別受益に該当するのか、証拠は存在するのかといった点で紛争
になります。遺産分割において「特別受益」が問題となる場合は、弁
護士にご相談することをお勧め致します。
物埼玉弁護士会越谷支部☎９６２－１１８８　黒澤　洋介（弁護士）

特別受益

　糖尿病は、放置しておくと重大な合併症につな
がる場合があります！
　通知が届いた方は、医療機関を受診または保健
指導をぜひご利用ください！

物国保年金課☎焚８２５

っ
て
み
た
い
な

と
な
り
ま
ち
ま
ち

行行

　前年度の特定健診の結果やレセプトデータに基づいて、糖尿病が疑わ
れる方へ、通院状況などにあわせて通知を送付します。

医療機関を
未受診または受診中断者 受診勧奨案内

糖尿病の通院者 保健指導案内

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••
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●
救
急
電
話
相
談
（
２４
時
間
３６５
日
）

☎
♯
７
１
１
９
ま
た
は
☎
０４８
・
８２４
・
４
１

９
９

淵
急
な
病
気
や
け
が
に
つ
い
て
、
受
診
の

必
要
性
な
ど
看
護
師
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

〈
利
用
方
法
〉
自
動
音
声
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

に
従
っ
て
、
相
談
内
容
（
番
号
）
を
選
択

1
＝
「
子
ど
も
の
救
急
電
話
相
談
」（
中

学
生
ま
で
）
※
つ
な
が
ら
な
い
と
き
は
＃

８
０
０
０
も
し
く
は
☎
０４８・８３３・７
９
１
１　

2
＝
「
大
人
の
救
急
電
話
相
談
」
※
つ
な

が
ら
な
い
と
き
は
♯
７
０
０
０　

3
＝
医
療
機
関
案
内
（
子
ど
も
・
大
人
に

対
応
）

※
歯
科
、
口こ

う

腔く
う

外
科
、
精
神
科
の
案
内
は

し
て
い
ま
せ
ん
。

●
八
潮
市
立
休
日
診
療
所
（
内
科
・
小
児

科
）
☎
９９５
・
３
３
８
３

腹
日
曜
・
祝
日　
午
前
１０
時
～
正
午
、
午

後
２
時
～
４
時

複
保
健
セ
ン
タ
ー
（
公
園
側
）

●
草
加
市
子
ど
も
急
病
夜
間
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
９５４
・
６
４
０
１

腹
月
～
金
曜
日　
午
後
７
時
３０
分
～
１０
時

３０
分　
土
・
日
曜
日
、
祝
日　
午
後
６
時

３０
分
～
１０
時
３０
分

複
草
加
市
立
病
院
内

覆
０
～
１５
歳
の
患
者
で
内
科
系
の
症
状

（
発
熱
、
腹
痛
、
お
う
吐
な
ど
）

●
㈶
日
本
中
毒
情
報
セ
ン
タ
ー　
大
阪
中

毒
１１０
番
（
２４
時
間
）

☎
０７２
・
７２７
・
２
４
９
９

淵
毒
物
（
薬
、
化
学
薬
品
な
ど
）
を
誤
っ

て
飲
ん
だ
と
き
の
応
急
手
当
の
仕
方

月の7

①
乳
幼
児
相
談
（
当
日
受
付
）

腹
７
月
４
日
㈭　
午
前
９
時
３０
分
～
１０
時

３０
分

覆
２
カ
月
～
未
就
学
児

②
マ
マ
の
こ
こ
ろ
の
相
談
（
予
約
制
）

腹
７
月
４
日
㈭　
午
前
９
時
３０
分
～
１１
時

（
１
人
４５
分
）

覆
乳
幼
児
の
保
護
者
、
妊
婦

淵
臨
床
心
理
士
に
よ
る
子
育
て
上
の
悩
み
、

不
安
な
ど
の
相
談

払
２
人

③
パ
パ
・
マ
マ
学
級
（
予
約
制
）

腹
７
月
７
日
㈰　
午
後
１
時
～
４
時

覆
妊
娠
５
～
７
カ
月
の
初
妊
婦
お
よ
び
夫

④
す
こ
や
か
相
談
（
予
約
制
）

腹
７
月
１８
日
㈭　
午
後
１
時
３０
分
～
４
時

覆
お
子
さ
ん
の
発
育
・
発
達
や
こ
と
ば
の

遅
れ
、
夜
尿
症
、
落
ち
着
き
が
な
い
な
ど

の
心
配
が
あ
る
方

⑤
プ
レ
マ
マ
サ
ロ
ン
（
予
約
制
）

腹
７
月
２６
日
㈮　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

覆
妊
婦

⑥
離
乳
食
（
初
期
）
教
室
（
予
約
制
）

腹
７
月
３０
日
㈫　
午
前
１０
時
３０
分
～
正
午

覆
５
～
６
カ
月
児

⑦
離
乳
食
（
後
期
）
教
室
（
予
約
制
）

腹
７
月
３１
日
㈬　
午
前
１０
時
３０
分
～
正
午

覆
１０
～
１１
カ
月
児

―
共
通
―�

�

複
保
健
セ
ン
タ
ー�

�

―
②
～
⑦
共
通
―�

�

仏
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
（
③
⑤
は
電

子
申
請
も
可
）

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
問
申

995
・３
３
８
１

☎☎

●
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
費
支
給
継
続

申
請
の
受
付

腹
６
月
１７
日
㈪
～
７
月
３１
日
㈬　
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

複
草
加
保
健
所

覆
現
在
受
給
者
証
を
持
ち
、
引
き
続
き
治

療
が
必
要
な
２０
歳
未
満
の
方
の
保
護
者

弗
申
請
書
、
医
療
意
見
書
、
健
康
保
険
証

の
写
し
、
生
計
中
心
者
の
所
得
税
関
係
証

明
書
な
ど

物
草
加
保
健
所
☎
９２５
・
１
５
５
１

●
毎
年
６
月
は
「
食
育
月
間
」、
毎
月
１９

日
は
「
食
育
の
日
」

　
主
食
・
主
菜
・
副
菜
が
そ
ろ
っ
た
食
事

で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
腹
八
分
目
や

減
塩
を
心
が
け
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

●
８
０
２
０
運
動
「
８０
歳
に
な
っ
て
も
２０

本
以
上
自
分
の
歯
を
保
と
う
」

　
歯
を
失
う
二
大
原
因
は
、「
む
し
歯
」
と

「
歯
周
病
」
で
す
。
い
つ
ま
で
も
自
分
の

歯
を
守
る
た
め
に
、
か
か
り
つ
け
医
を
持

っ
て
、
定
期
的
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
特
定
健
診
受
診
後
の
健
康
相
談
会

　
特
定
健
診
を
受
診
し
た
方
に
、
保
健
師
、

栄
養
士
が
個
別
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

腹
月
１
回　
午
前
１０
時
～
１０
時
３０
分

複
保
健
セ
ン
タ
ー

※
日
程
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

各
種
検
診
・

教
室
な
ど
の

お
知
ら
せ

①
乳
が
ん
検
診
（
集
団
検
診
）

腹
７
月
１７
日
㈬
・
２４
日
㈬　
午
後
１
時
～

１
時
４５
分

覆
市
内
在
住
で
４０
歳
以
上
の
方
（
平
成
３０

年
度
に
受
診
し
た
方
を
除
く
）

淵
視
触
診
・
乳
が
ん
の
自
己
検
査
法
の
指

導
お
よ
び
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
（
多
少

時
間
が
か
か
り
ま
す
）

弗
バ
ス
タ
オ
ル
、
保
険
証

払
各
日
８０
人
（
申
込
順
）

沸
１
７
４
０
円

②
乳
が
ん
検
診
併
設
の
骨
粗
し
ょ
う
症
検

診
（
集
団
検
診
）

腹
①
乳
が
ん
検
診
（
集
団
検
診
）
と
同
日

覆
乳
が
ん
検
診（
集
団
検
診
）受
診
希
望
者

淵
問
診
、
骨
密
度
測
定

弗
保
険
証

払
各
日
８０
人
（
申
込
順
）

沸
２００
円

③
胃
が
ん
（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）・
肺
が
ん

検
診

腹
７
月
２１
日
㈰
・
２２
日
㈪　
午
前
８
時
３０

分
～
１１
時

覆
市
内
在
住
の
４０
歳
以
上
の
方

淵
問
診
、胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
（
バ
リ
ウ
ム
）

検
査
、
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
（
必
要
に

応
じ
て
喀か

く

た
ん
細
胞
診
検
査
）

払
各
日
１００
人
（
申
込
順
）

沸
胃
が
ん
１
２
０
０
円
、肺
が
ん（
胸
部
エ

ッ
ク
ス
線
検
査
３００
円
、喀
た
ん
検
査
６００
円
）

④
ヘ
ル
シ
ー
チ
ェ
ッ
ク
健
康
診
査

腹
７
月
２５
日
㈭　
午
前
９
時
～
９
時
４５
分

結
果
説
明
会　
８
月
２２
日
㈭

淵
問
診
、
身
体
測
定
、
血
圧
測
定
、
尿
検

査
、血
液
検
査
（
貧
血
検
査
含
む
）、診
察
、

骨
密
度
測
定
（
女
性
の
み
）

覆
市
内
在
住
で
２０
～
３９
歳
の
方

払
６０
人
（
申
込
順
）

沸
５００
円

⑤
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

腹
７
月
２５
日
㈭　
午
前
１０
時
～
１０
時
４５
分

結
果
説
明
会　
８
月
２９
日
㈭　
午
前
１０
時

～
１１
時
３０
分
（
初
回
の
受
診
者
の
み
）

覆
市
内
在
住
で
２０
歳
以
上
の
女
性

淵
問
診
、
骨
密
度
測
定

払
５０
人
（
申
込
順
）

沸
２００
円

⑥
健
康
づ
く
り
の
料
理
教
室
～
ヘ
ル
ス
＆

ビ
ュ
ー
テ
ィ
講
座
「
食
事
編
」
～

腹
７
月
２６
日
㈮　
午
前
１０
時
～
午
後
１
時

覆
市
内
在
住
の
小
学
校
５
年
生
以
上
の
方

淵
講
話
「
夏
休
み
カ
フ
ェ
ラ
ン
チ
を
作
ろ

う
」、
調
理
実
習

弗
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

払
２０
人
（
申
込
順
）

沸
５００
円
（
食
材
料
費
）

―
①
～
⑥
共
通
―�

�

複
保
健
セ
ン
タ
ー�

�

仏
電
話
ま
た
は
電
子
申
請
で
保
健
セ
ン
タ

ー
へ

―
①
～
⑤
共
通
―�

�

沸
八
潮
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
（
補

助
金
交
付
申
請
書
兼
同
意
書
提
出
※
喀
た

ん
検
査
を
除
く
）、
生
活
保
護
受
給
世
帯

（
受
給
証
提
示
）、市
民
税
非
課
税
世
帯（
世

帯
全
員
の
非
課
税
証
明
書
提
示
）、
７０
歳

以
上
の
方
（
保
険
証
の
提
示
）、
６５
歳
以

上
６９
歳
ま
で
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
（
保
険
証
の
提
示
）
の
方
は
無
料�

�

※
検
診
の
受
診
回
数
は
、
年
度
内
１
回

子育てひろば だいばら児童館（わんぱる）☎９９９－０３２１

やしお子育てほっとステーション��☎９５１－０２８５

▼２５日㈭　午前１０時～午後１時
＝子育て相談　淵育児の不安
や悩みなど（１人５０分程度）　
払３人（要予約）　仏窓口また
は電話で児童館へ

▼毎週月・火・金曜日　午前１１
時３０分～＝ちゅうりっぷリズ
ム　淵体操、ふれあい遊びな
ど　

▼毎週木曜日　午前１０時～正午
＝ボールプール

▼毎週土・日曜日、祝日　午前
中＝電車で遊ぼう

（小学生向けイベント）
▼毎日　午後４時～＝チャレン

ジランキング「輪ゴムとばし」
▼毎週土曜日　午後２時３０分～
＝なかよしひろば

　 ６日　キッカーボード
　１３日　ビンゴゴルフ
　２０日　キッカーボード
　２７日　ターゲット
（夏休みイベント）
▼２５日㈭　バルーンスライム
▼２６日㈮　ミニミニ夏祭り
▼３０日㈫　プラバンストラップ
　時間　午後２時３０分～　覆小
学生・保護者同伴の幼児　払
１５人（申込順）　仏窓口また
は電話で児童館へ

●利用者支援
覆妊産婦の方、子育て親子
淵子育て相談や保育施設、子育
て支援サービスの紹介など
●ホームスタート
覆市内在住の就学前のお子さん
のいる子育て親子
淵子育ての不安や悩みを聞く、
一緒に食事を作るなど
※活動は、フレンドシップを主
としたものであり、ベビーシッ
ターや家事代行はしません。
―共通―� �
腹月～金曜日（年末年始を除く）　
午前１０時～午後４時� �
沸無料
●ファミリー・サポート・セン
ター
腹月～土曜日（年末年始を除く）　

午前９時３０分～午後４時３０分
覆生後おおむね６カ月～小学生
までのお子さんがいる方
淵保育施設までの送迎、外出時
のお子さんのお預かりなど
◆入会説明会
腹７月６日㈯　午後１時～２時
覆お子さんがいて援助を希望す
る方、援助ができる方
淵援助活動の仕組みの説明
仏窓口または電話でやしお子育
てほっとステーションへ
◆提供会員講習会
腹７月６日㈯　午後２時～４時
覆援助ができる方
淵お子さんを預かるための心構
えなどの説明
仏窓口または電話でやしお子育
てほっとステーションへ

時間　午前９時～午後５時　休館日…祝日を除く水曜日
名称 場所 日時

主な事業
身体測定 講習など（１） 講習など（２）

やわた
子育てひろば
☎９９８－７４２１

保健センター
月～木

午前１０時～
午後３時

２９日㈪
午前１０時～
１１時３０分

２日㈫
午前１１時～正午

１１日㈭
午前１０時～１１時

七夕かざり タッチケア
はちじょう
子育てひろば
☎９４９－６８８７

八條公民館
火～金

午前１０時～
午後３時

２日㈫
午前１０時～
１１時３０分

１１日㈭
午前１１時～正午

２６日㈮
午前１１時～正午

栄養相談 夏まつりごっこ
ゆまにて
子育てひろば
☎０７０－３３５０
－１２９７

ゆまにて
火～金

午前１０時～
午後３時

１７日㈬
午前１０時～
１１時３０分

３日㈬
午前１１時～正午

２４日㈬
午前１１時～午後１時

あさがおづくり 巡回相談

楽習館
子育てひろば
☎９９５－３０３５

やしお
生涯楽習館

月・水・木・金
午前１０時～
午後３時

１日㈪
午前１０時～
１１時３０分

１２日㈮
午前１０時３０分～
午後０時３０分

２５日㈭
午前１１時～正午

巡回相談 絵の具でうちわづくり
だいばら
子育てひろば
☎９９６－３８３９

だいばら
児童館

月・火・木・金
午前１０時～
午後３時

４日㈭
午前１０時～
１１時３０分

１１日㈭
午前１１時～１１時３０分

１８日㈭
午前１１時～正午

ペンギンうちわづくり 栄養相談

駅前
子育てひろば
☎９５１－０２８５

やしお子育て
ほっと

ステーション

毎日
午前１０時～
午後４時

１７日㈬
午前１０時～
１１時３０分

２日㈫
午前１１時～正午

２６日㈮
午前１０時１５分～
１１時１５分

あかみみ先生
コンサート タッチケア

おおぜのもり
子育てひろば
☎９５１－３２１６

みつもり
保育園

月～金
午前１０時３０分
～午後３時３０分

２６日㈮
午前１１時～
正午

１０日㈬
午前１１時～正午

１６日㈫
午前１１時～正午

栄養相談 リトミック教室
子育てひろばは、おおむね３歳未満の児童と保護者の『子育て親子』の交流の場です。
各ひろばへのご来場は公共交通機関をご利用ください。
※７月の休館日：やわた・楽習館・だいばら・おおぜのもり子育てひろば＝１５日㈷、はちじょう子育てひろば＝１６日㈫



No.823広報 令和元年（2019年）6月10日（11）

〈広告欄〉
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書友会　ペン習字作品展
腹７月４日㈭～１０日㈬　複やしお生涯楽
習館　淵１年間勉強した作品の展示　
沸無料　物謝☎９９７－５９６４

第１７回峰チャリティーカット
腹６月１８日㈫　午前１０時～午後４時　複
峰パートⅡ　淵ヘアーカット　沸１，０００
円（売り上げは社会福祉協議会に寄付）　
物峰パートⅡ・三上錆０１２０－１０７－３８２

第４回小・中学生卓球教室
腹８月６日・２０日・２７日（火曜日・全３回）　

午後１時～３時　複エイトアリーナ　覆
市内在住の小学校１年生～中学校３年生
（小学生は保護者が送迎）　淵卓球技術
の基本、ルールや礼儀などを学ぶ　講
師＝上

うえ

原
はら

すい子
こ

さん　弗動きやすい服
装、室内用運動靴、ラケット（貸し出し
あり）　払５０人（申込順）　沸１，０００円　
仏７月１７日までに、八潮市卓球連盟・安
達（☎９９５－７０１６）へ

第２８回わんぱく相撲埼玉ブロック地区
大会の観覧
腹６月２３日㈰　午前８時３０分～（受付＝
午前８時）　複文化スポーツセンター　
淵小学校４年生から６年生の男女による
全国大会出場を懸けた大会　沸無料　
物（一社）八潮青年会議所・福岡☎０９０
－１４６０－１２３８

まちかど音楽祭（演奏とダンス）
腹７月１３日㈯　▼潮止中学校吹奏楽部
＝午前１０時３０分～１１時、午前１１時３０分
～正午　▼ムーチョ（ヒップホップダ

ンスサークル）＝午後０時３０分～１時、
午後１時３０分～２時　複フレスポ八潮イ
ベント広場　沸無料　物ＮＰＯ団体連
絡協議会・篠田☎０８０－５０９２－３７８２

伝言板伝言板
８４０伝言板の掲載について

　こちらのコーナーは、市民の皆さん
から寄せられた情報を掲載しています。
　掲載を希望する方は、広報やしお
８４０伝言板掲載依頼書（秘書広報課ま
たは市ホームページで入手）を窓口、
郵送、ファクスまたは電子メールで提
出してください。
※営利または、宣伝・広告を目的とする
もの、指導者などが生徒を募集するも
の、求人に関するものなどは掲載でき

ません。
　また、掲載基準を満たしていても、紙
面の状況によっては掲載できない場合
がありますので、ご了承ください。
　なお、掲載にあたっては事前に内容
の確認をお願いしています。名称など
に誤りがないか、必ず確認してくださ
い。連絡がとれないなど、確認ができな
い場合は掲載できませんので、ご了承
ください。
申込期限　掲載希望月の前月５日まで

物秘書広報課☎奮３７３

７月各種無料相談
☎996-2111
★①⑥⑪⑭⑰の予約は、電話で受け付けます。
★相談日が祝日の場合は、お休みです。

⑬ 内 職 相 談
内職の求人、求職のあっ
せん、および相談（内職相
談員が対応）

腹毎週火曜日
　午前１０時～正午
　午後１時～３時３０分
複市民相談室

物商工観光課　☎奮２７４⑥ D V 相 談
ＤＶ被害（配偶者からの
暴力）について電話・面談
による相談（女性相談員
が対応）

腹毎週月・金曜日
　午前１０時～正午　午後１時～４時
※面談の場合は要予約
☎９９６－３９５５（ＤＶ相談支援室専用電話）

物人権・男女共同参画課� ☎奮８１１

⑭若年者就職相談
若年者（４０歳未満、学生・生徒
可）の就職、転職、職業能力な
どについての相談（キャリア
カウンセラーが対応）

腹７月３日㈬・７月１７日㈬
　午前１０時～正午　午後１時～４時
複勤労青少年ホームゆまにて
払５人（事前予約制）

物ゆまにて　☎９９６－０１２３⑦ 女 性 相 談
女性が抱えるさまざまな
悩みについての相談（女性
相談員が対応）

腹毎週火～木曜日
　午前１０時～正午　午後１時～４時
複駅前出張所内相談室
払５人（事前予約制）

物人権・男女共同参画課� ☎奮８１１

⑮ 教 育 相 談
児童・生徒の言動やいじ
め・不登校に関すること
など教育についての相談
（専任教育相談員が対応）

腹毎週月～金曜日
　午前９時３０分～正午
　午後１時～４時
複教育相談所（八條小学校西隣）

物教育相談所　☎９９５－００７７⑧ 人 権 相 談
プライバシーの侵害など
基本的人権についての相
談（人権擁護委員が対応）

腹７月１１日㈭
　午後１時～４時
複市民相談室

物人権・男女共同参画課� ☎奮８１１

⑯家庭児童相談
子どもの家庭での養育上
の心配や悩みごとについ
ての相談（家庭児童相談
員が対応）

腹毎週月～金曜日
　午前９時～正午
　午後１時～４時
複家庭児童相談室

物子育て支援課　☎奮４７２⑨心配ごと相談
日常生活における心配ご
とや悩みごとについての
相談（心配ごと相談員が
対応）

腹７月３日㈬・１７日㈬　午後１時～４時
複身体障害者福祉センターやすらぎ
　☎９９８－７６１６
　（心配ごと相談専用電話）

物社会福祉協議会�☎９９５－３６３６

⑩生活困窮者自立相談
経済的な問題などの心配
ごとについての相談（生
活困窮者自立相談支援員
が対応）

腹毎週月～金曜日
　午前８時３０分～午後５時１５分
複社会福祉課　☎９４９－６３１７（生
活困窮者自立相談支援専用電話）

物社会福祉課　☎奮４９３ ⑰子育て相談
子育ての不安や悩みごと
についての相談（家庭教
育アドバイザーが対応）

腹７月２５日㈭
　午前１０時～午後１時
複だいばら児童館（わんぱる）
払３人（事前予約制）

物だいばら児童館�☎９９９－０３２１

⑪こころの健康相談
不眠・不安などによるここ
ろの病気やひきこもり、高
齢者の認知症などについ
ての相談（専門医が対応）

腹７月１日㈪
　午後１時～２時３０分
複保健センター
払２人（事前予約制）

物保健センター�☎９９５－３３８１ ⑱子育て電話相談
就学前の子どもの子育て
の不安や悩みごとなどを
電話で相談（保育士が対
応）

腹毎週月～金曜日
　午前１０時～午後３時

物南川崎保育所�☎９９８－７７１１

⑫消費生活相談
悪質商法などに関する問
題や借金問題など消費生
活全般についての相談
（消費生活相談員が対応）

腹毎週月～金曜日
　午前１０時～正午　午後１時～４時
複消費生活センター
　※受付は商工観光課

物商工観光課　☎奮３３６ ⑲休日・夜間納税相談
市税・国民健康保険税の
納付についての相談

腹７月７日㈰　午前９時～午後４時
　毎週木曜日　午後５時１５分～７時
複納税課

物納税課　☎奮３３０

① 法 律 相 談
法律上の諸問題について
の相談（弁護士が対応）
※２日前の水曜日午前９時
から電話予約

腹毎週金曜日
　午後１時２０分～４時
複市民相談室
払８人（事前予約制）

物秘書広報課　☎奮３７３

⑤司法書士相談
土地・建物の所有権移転登
記、相続、会社設立、成年後
見人制度などについての相
談（司法書士が対応）

腹７月１８日㈭
　午後１時～４時
複市民相談室

物秘書広報課　☎奮３７３

②税理士相談
相続税など税金全般につ
いての相談（税理士が対
応）

腹７月１日㈪
　午後１時～４時
複市民相談室

物秘書広報課　☎奮３７３

③不動産相談
マンションおよび不動産
取引全般についての相談
（宅地建物取引士が対応）

腹７月８日㈪　午後１時～４時
　７月２２日㈪　午前９時～正午
複市民相談室

物秘書広報課　☎奮３７３

④くらしの相談
日常生活の問題や国・県・
市の行政サービスについ
ての相談（行政相談委員
が対応）

腹７月１０日㈬
　午後１時３０分～３時３０分
複市民相談室

物秘書広報課　☎奮３７３

教
育　委

員
会

こ
ち
ら

くらしの
豆知識

　
親
の
学
習
と
し
て
、
小
中
学
校
の
児
童

生
徒
を
対
象
に
「
親
に
な
る
た
め
の
学
習

講
座
」、
ま
た
、
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

「
す
こ
や
か
子
育
て
講
座
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
「
親
に
な
る
た
め
の
学
習
講
座
」
で
は
、

中
学
校
３
年
生
を
対
象
と
し
た
「
い
の
ち

の
授
業
」
と
小
学
校
６
年
生
を
対
象
と
し

た
「
い
の
ち
の
お
は
な
し
」
を
開
講
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
講
義
の
後
半
で
は
、

赤
ち
ゃ
ん
と
直
接
触
れ
合
う
こ
と
に
よ
り
、

命
の
大
切
さ
、
温
か
さ
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
中
に
は
、
感
極
ま
っ
て
涙

を
流
す
児
童
生
徒
も
お
り
、
自
尊
心
や
他

者
へ
の
思
い
や
り
が
感
じ
ら
れ
る
感
想
が

【
事
例
】
４
年
半
住
ん
だ
賃
貸
マ
ン
シ
ョ

ン
を
退
去
し
た
。
敷
金
は
２
カ
月
分
を
預

け
て
い
た
。
管
理
会
社
と
退
去
時
の
立
ち

合
い
を
行
っ
た
際
、
壁
の
穴
や
ク
ロ
ス
の

破
れ
、
襖ふ

す
ま

の
穴
な
ど
を
指
摘
さ
れ
た
。
先

日
、
原
状
回
復
の
清
算
書
が
届
き
総
額
４０

万
円
ほ
ど
請
求
さ
れ
た
。
高
額
な
の
で
納

得
が
い
か
な
い
。

の
た
め
、「
原
状
回
復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
出
し
て
い
ま
す
。

法
律
的
な
強
制
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
原

状
回
復
の
考
え
方
が
参
考
に
な
り
ま
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
入
退
去
時
に
は
、
家
主
や
管
理
会
社
、

仲
介
業
者
な
ど
の
家
主
側
の
立
会
い
の
下

で
汚
れ
や
破
損
な
ど
の
部
屋
の
現
状
を
確

認
し
て
メ
モ
に
残
し
た
り
、
修
繕
が
必
要

な
箇
所
の
写
真
を
撮
っ
た
り
、
証
拠
と
な

る
記
録
を
残
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
契
約
書
に
は
、
退
去
時
の
原
状
回
復
に

つ
い
て
の
特
約
が
付
い
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
原
状
回
復
費
用
の
内
訳
を
出
し
て
も
ら

い
、
立
会
い
時
に
確
認
し
た
内
容
と
合
っ

て
い
る
か
確
認
し
、
納
得
で
き
な
い
点
は

家
主
側
に
十
分
な
説
明
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

④
困
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
市
や
県
の
消

費
生
活
相
談
窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

物
八
潮
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
受
付
は

商
工
観
光
課
）
☎
焚
３
３
６
、
埼
玉
県
消

費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
☎
０４８
・
７３４

・
０
９
９
９

親
の
学
習
講
座

賃
貸
住
宅
の

ト
ラ
ブ
ル
に

に
ご
注
意
！

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
す
こ
や
か
子
育
て
講
座
」
で
は
、

グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
な
ど
を
と
お
し
て
「
親

が
親
と
し
て
育
ち
、
力
を
つ
け
る
た
め
の

学
習
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
不
安
解
消
や
子
育
て

へ
の
前
向
き
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、「
親
の
学
習
講
座
」
を
と
お

し
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
や
保
護
者
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

物
社
会
教
育
課
☎
焚
３
６
５

「いのちの授業」の様子

　
入
居
時
に
収
め
る
敷
金
は
、
借
主
が
家

賃
を
滞
納
し
た
り
、
故
意
や
不
注
意
に
よ

っ
て
生
じ
た
汚
損
や
破
損
が
あ
っ
た
場
合

の
修
繕
費
用
を
差
し
引
い
て
、
借
主
に
返

還
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
退
去
時
に
高
額
な
原
状
回
復
費
用

を
請
求
さ
れ
る
な
ど
、
貸
主
と
の
間
で
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
国
土
交
通
省
で
は
、
原
状
回
復
を
め
ぐ

る
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
と
円
滑
な
解
決
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▪広報やしおは、毎月1回、10日（新聞休刊日を除く）に新聞折り込みで配布しています。届いていない世帯の
方は、最寄りの公共施設、金融機関、一部のコンビニエンスストア、八潮駅などでお受け取りになれます。な
お、次回の新聞折り込みは、7月10日（水）です。

この広報紙は、再生紙と植物
由来インクを使用しています。

〈広　告〉

小松菜　江戸時代から江戸川区の小松川付近を中心に栽培されたので、小松
菜と呼ばれています。昭和30年代から栽培され、現在、八潮の主要野菜です。

やしお八つの野菜de健康レシピ
豚肉のこまちゃん黒酢いためレシピ㉕

　やしおの八つの野菜（こまつな・枝豆
・ねぎ・ほうれんそう・トマト・ナス・
山東菜・天王寺かぶ）を使用したレシピ
を毎月ご紹介しています。
　今月は、学校給食で人気のあった「豚
肉のこまちゃん黒酢いため」をご紹介し
ます。 物学務課☎焚366

●作り方
①豚もも肉は、1口大に切り、しょうが汁、
しょうゆ、酒に10分くらいつけておく。水
分をキッチンペーパーで軽くおさえ、片栗
粉をまぶし少し多目の油でいため、皿に取
りだしておく。
②こまつなは2～3センチメートルの長さ、
ほかの野菜はそれぞれ1口大に切る。きく
らげは、水でもどしておく。大きいような
ら切る。
③①をいためた鍋で、Aをいためる。調味
料で味付けをする。火がとおったら、①を
入れまぜる。味見をして、酸味が気になる
ようなら少し砂糖（小さじ1程度）を入れる。

●材料　（４人分）
　　こまつな　　　60グラム
　　黄ピーマン　　40グラム
　　赤ピーマン　　40グラム
　　たまねぎ　　　100グラム
　　きくらげ　　　2グラム
　　たけのこ　　　80グラム
豚もも肉　　　320グラム
しょうゆ　　　大さじ2分の1
しょうが汁　　小さじ1
酒　　　　　　大さじ1
片栗粉　　　　大さじ1
油　　　　　　適量
〈調味料〉
こしょう　　　少々
しょうゆ　　　小さじ1
塩　　　　　　小さじ3分の1
黒酢　　　　　大さじ1

⎧
⎨
⎩
A

大瀬の獅子舞　祭礼では、それぞれ特徴的な顔をもつ大獅子・中獅子・女獅子
3頭の親子が富士山に登る途中の出来事を描いた舞をそれぞれの神社に奉納
します。また、大瀬の獅子舞の日には、よく雨が降ることから「どろんこ獅子」
とも呼ばれています。
二丁目の獅子舞　明暦元年（１６５５年）ごろに始まり、古式にのっとった祭礼が
継承されています。撥

ばち

で文字を書く所作があり、その様子が田の草取りに似
ているためか「田の草獅子」とも呼ばれています。

　市内で古くから受け継がれてきた民俗芸能の獅子舞が奉納されます。
●大瀬の獅子舞（県指定無形民俗文化財）
①祭礼
腹7月6日㈯・7日㈰　午前10時ごろ～午
後9時ごろ
複大瀬浅間・氷川神社
②祈祷獅子
　地域の安全を願って大瀬地区を獅子た
ちが練り歩きます。
腹7月28日㈰　午前7時ごろ～
複宝光寺・大瀬氷川神社・上大瀬地区・
下大瀬地区
●二丁目の獅子舞（市指定無形民俗文化
財）
腹7月21日㈰　午前9時30分ごろ～午後8
時ごろ
複二丁目氷川神社
物資料館☎９９７－６６６６

腹7月13日㈯　午前9時やしお駅前公園西側農園集合
複やしお駅前公園西側農園（茜町1‒2‒５付近）
覆市内在住・在勤の保護者と小学生以下の子ども
淵旬の地場野菜（枝豆、ミニトマト、トウモロコシ、ジャガイモ）
の収穫
払2５組（申し込み多数の場合、抽選・1組3人まで）
沸1組1,000円（保険料を含む）
仏6月24日（消印有効）までに、往復はがきで八潮市園芸協会（都
市農業課内☎焚２９９）へ
※はがき1枚につき1組
　往信表面に宛先（八潮市園芸協会　旬採り合戦係）、往信裏面に
参加者全員の氏名、住所、年齢、電話番号、返信表面に代表者の氏
名、住所を記入（返信裏面は白紙）。
※申し込み結果は、7月1日までに返信をもって発表とします。

大瀬の獅子舞

二丁目の獅子舞

八 の 子潮 獅 舞 親子夏野菜旬採り合戦

いきいきいきいきやしおやしお写真館写真館
布ぞうり編みを体験

　５月2５日、資料館で「布ぞうりづくり」が行われ、18人が参加しました。
　布ひもを使ってぞうりを編むこの講座は、資料館で毎月1回開催され
ている、郷土の歴史や文化に触れる体験講座の1つです。
　参加者からは、「難しかったけど、講師やスタッフの皆さんに教えて
もらいながら作ることができた」「毎月の講座をとても楽しみにしてい
る。今回もとても良い経験になった」といった感想が聞かれました。


